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光
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概
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称
名
寺
聖
教

「法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

〈共
同
研
究
〉
称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

―
―
概
要
と
巻

一
翻
刻
―
―

概
要

（佐
竹
）

は
じ
め

に

現
在
、
神
奈
川
県
立
金
沢
文
庫
で
管
理
さ
れ
る
称
名
寺
聖
教
の
な
か
に
、
『法
事
讃
光
明
抄
』
（目
録
番
号
¨
九
四
―
四
―
一
～
四
）
と

仮
に
名
づ
け
ら
れ
た

一
書
が
あ
る
。
四
巻
に
分
冊
さ
れ
た
本
書
は
、
古
目
録
類
に
は
そ
の
名
を
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
も
の
の
、
内
題

と
撰
号
よ
り
、
法
然
門
下
の
覚
明
房
長
西

（
一
一
八
四
―
一
二
六
六
）
に
よ
る
善
導

（六
一
三
―
六
八
一
）
撰

『安
楽
転
経
行
道
願
生
浄

土
法
事
讃
』
（以
下

『法
事
讃
』
と
略
称
）
の
註
釈
書
で
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
古
来
、
長
西
の
著
作
の
ほ
と
ん
ど
は
早
く
に
散
逸
し
た

と
考
え
ら
れ
て
い
た
た
め
、
昭
和
の
調
査
で
顕
出
さ
れ
て
以
降
、
研
究
者
の
間
で
は
長
西
教
義
を
窺
う
上
で
重
要
な
典
籍
で
あ
る
と
認

識
さ
れ
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
、
癖
の
あ
る
筆
跡
、
所
謂
く
ず
し
字
で
記
さ
れ
て
い
る
た
め
か
、
今
日
ま
で
一
部
を
除
い
て
翻
刻
が
紹
介

一　
エハ
一
一

佐 西 赤

竹 村 松

真 慶 信

城 哉 映



さ
れ
る
こ
と
も
な
く
、
殆
ど
研
究
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

筆
者
が
一
瞥
し
た
と
こ
ろ
、
『法
事
讃
光
明
抄
』
は
、
種
々
の
観
点
よ
り
重
要
な
典
籍
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

成
立
年
こ
そ
未
だ
詳
ら
か
で
な
い
が
、
文
永
五

（
一
二
六
八
）
年
の
書
写
奥
書
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
現
存
最
古
級
の

『法
事
讃
』
註
釈

書
と
し
て
貴
重
で
あ
る
。
ま
た
、
撰
者
が
長
西
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
長
西
教
義
、
特
に

『法
事
讃
』
巻
下
に
全
文
引
用
さ
れ
る

『阿
弥

陀
経
』
の
理
解
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、
今
日
は
散
逸
し
て
伝
わ
ら
な
い
浄
土
教
典
籍
を
数
多
く
引
用
し
て
い
る
点
、
さ
ら
に
は

長
西
と
同
時
代
に
活
躍
し
た
鎮
西
義
第
二
祖
の
然
阿
良
忠

（
一
一
九
九
―
一
二
八
七
）
へ
の
影
響
を
看
取
で
き
る
点
な
ど
、
長
西
教
義

研
究
の
み
な
ら
ず
、
中
世
浄
土
教
研
究
に
大
き
く
資
す
る
こ
と
が
で
き
る
典
籍
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

小
論
は
、
『法
事
讃
光
明
抄
』
の
概
要
を
記
し
、
併
せ
て
巻

一
の
翻
刻
を
掲
載
し
て
、
長
西
教
義
研
究
の
益
々
の
進
展
と
、
中
世
浄

土
教
研
究
の
一
助
と
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
。
な
お
、
巻
二
以
降
に
つ
い
て
も
稿
を
改
め
て
翻
刻
を
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。

称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

一　
エハ
一二



称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

一　
書
誌
情
報

（１
）

ま
ず
、
本
書
の
書
誌
情
報
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。
便
宜
上
、
以
下
に
表
で
纏
め
て
お
く
。

一　
ユハ
ユハ

巻

四

巻

三

巻

二

巻

一

綴
葉

綴
葉

綴
葉

綴
葉

装
頓

二

一
丁

二
八
丁

二
五
丁

一
七
丁

紙
数

漢
文
（仮
名
交
）

漢
文
（仮
名
交
）

漢
文
（仮
名
交
）

漢
文
（仮
名
交
）

本
文

〈
表
紙
〉
中
央

「法
事
讃
四
巻
内
第
四
」
右
下

「湛

容
」
左
下

「永
源
（花
押
）
」

〈奥
書
〉
「文
永
五
年

［戊
辰
］
九
月
十
日
亥
時
書
了

／
於
洛
陽

一
条
万
里
小
路
阿
弥
陀
寺
如
形
書

写
了
／
後
見
之
人
々
南
元
ア
ミ
タ
仏

一
反
穴

賢
々
々
／
執
筆
永
源
（花
押
）
」

〈奥
書
〉
「文
永
五
年
暦
九
月
四
日
子
時
書
了
」

〈
表
紙
〉
中
央

「法
事
讃

［下
／
三
］
四
巻
内
第
二
」

右
下

「湛
容
」
左
下

「永
源
（花
押
）
」

〈表
紙
〉
中
央

「法
事
讃

［上
／
一
］
四
巻
内
第

［
〓
」

右
下

「湛
容
」
左
下

「永
源

（花
押
）」

〈内
題
〉
「浄
土
疑
芥

［別
申
小
経
部
／
善
導
法
事

讃
］」

〈撲
号
〉
「欣
浄
沙
門
長
西
録

［答
以
口
受
書
之
／
或

加
私
解
］
」

表
紙

・
内
題

ｏ
撰
号

・
奥
書

永

源

永

源

永

源
永
源

書
写
者

『法
事
讃
』
巻
下
釈

「如
我
今
者
」
（八
四
四

頁
）～
「帝
二
人
王
」
（八

六
五
頁
）

『法
事
讃
』
巻
下
釈

「捨
彼
荘
厳
」
（八
三
一

頁
）～
「貪
隕
即
是
身
三

業
」
（八
四
四
頁
）

『法
事
讃
』
巻
下
釈

「仏
説
阿
弥
陀
経
」
（八

三
〇
頁
）～
「無
量
諸
天

大
衆
倶
」
（前
同
）

『法
事
讃
』
巻
上
釈

備

考



な
お
、
こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
、
本
書
の
書
名
に
つ
い
て
一
考
を
要
す
る
よ
う
に
思
う
。
す
な
わ
ち
、
「法
事
讃
光
明
抄
」
と
い
う
書

名
が
、
表
紙

・
内
題

・
奥
書
等
の
何
れ
に
も
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
る
。
現
状
の

『法
事
讃
光
明
抄
」
と
い
う
書
名
は
、
同
じ
く
金
沢
文

庫
管
理
の
称
名
寺
聖
教
で
あ
り
、
長
西
撰
述
書
と
し
て
知
ら
れ
る

『観
経
疏
光
明
抄
』
（目
録
番
号
¨
九
四
―
六
―

一
～
七
）
お
よ
び

『往
生
礼
讃
光
明
抄
』
（目
録
番
号
一
九
四
―
三
）
に
準
じ
た
も
の
と
推
察
す
る
。
こ
の
二
書
の
書
名
は
、
左
表

「金
沢
文
庫
所
蔵
長
西

著
作
書
誌
情
報

一
覧
表
」
に
示
し
た
よ
う
に
、
表
紙
に

「光
明
抄
」
と
記
さ
れ
る
こ
と
に
起
因
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

『観
経
疏
光
明
抄
』
の
内
題
に
は

「浄
土
疑
芥
」
と
あ
る
点
か
ら
、
岸
章
二
氏
が

「
こ
の
内
題
の
浄
土
疑
芥
と
い
ふ
の
は
、
十
八
巻
の

『観
経
疏
光
明
抄
』
は
勿
論

『法
事
讃
光
明
抄
』、
『礼
讃
光
明
抄
』、
『論
註
光
明
抄
』
等
を
総
称
す
る
も
の
で
あ
る
」
と
指
摘
す
る
よ

う
に
、
長
西
に
は

〈浄
土
疑
芥
〉
と
い
う

一
連
の
著
作
群
が
あ
り
、
単
独
で
は

「光
明
抄
」
と
い
う
呼
称
が
用
い
ら
れ
て
い
た
と
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
金
沢
文
庫
に
は
同
様
に
長
西
の
著
作
と
し
て

『群
疑
論
疑
芥
』
（目
録
番
号
¨
九
四
―
五
―
一
～
三
）
の
書

名
で
伝
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
点
に
鑑
み
れ
ば
、
本
書
も

一
応
は

『法
事
讃
疑
芥
』
と
名
付
け
る
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
。
そ

の
た
め
、
筆
者
が
過
去
に
執
筆
し
た
論
致
に
お
け
る
引
用
や
、
こ
れ
よ
り
以
下
の
小
論
に
お
け
る
呼
称
は
、
『法
事
讃
疑
芥
』
と
す
る

こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

一
六
七

金
沢
文
庫
所
蔵
長
西
著
作
書

『往
生
礼
讃
光
明
抄
』
巻
二

・

〓
一
（〈
口
皿Ш
） 聖

教
名

〈
表
紙
〉
中
央

「往
生
礼
讃

［光
／
明
］
抄
三
巻
内

［第
二
自
日
没
／
第
二
詑
後
序
］
」
右
下

「湛

容
」
左
下

「永
源

（花
押
）
」

〈奥
書
〉
「文
永
五
年
八
月
十
六
日
／
礼
讃
三
巻
内
第
二
」

表
紙

・
内
題

・
撰
号

・
奥
書



同
巻
十

同
巻
八

同
巻
五
断
簡

同
巻
三

『観
経
疏
光
明
抄
』
巻
二
断
簡

〈表
紙
〉
中
央

「観
経
疏

［光
／
明
］
抄

［序
三
／
第
二
］
十
八
巻
内
第
十

［自
厭
苦
縁
／
至
終
］
」

左
上

「観
経
序
分
義
抄
第
二
」
右
下

「湛
容
」
左
下

「永
源

（花
押
）」

〈奥
書
〉
「文
永
五
年

［戊
／
辰
］
六
月
廿
四
日
　
執
筆
永
源

（花
押
）
／
為
洛
陽
武
者
小
路
万
利

小
路
観
音
堂
書
之
畢
」

〈表
紙
〉
中
央

「□
経
疏

［光
／
明
］
抄

［序
三
／
第

一
］
十
八
巻
内
第
八

［自
証
信
序
／
至
化

序
］
」
左
上

「観
経
序
分
義
抄
第

一
」
右
下

「湛
容
」
左
下

「永
源

（花
押
）」

〈内
題
〉
「浄
土
疑
芥

［別
申
観
経
部
／
善
導
疏
第
二
］」

〈
撰
号
〉
「欣
浄
沙
門
　
長
西
録

［答
以
口
受
・書
之
・／
或
以
私
解
・加
之
］
」

〈奥
書
〉
「文
永
六
年
九
月
廿

一
日
戌
時
書
了
　
於
洛
陽

一
条
万
里
小
路
／
阿
弥
陀
院
写
之
／
執
筆

永
源

［春
亀
／
廿
九
］」

〈奥
書
〉
「文
永
五
年
六
月
十
八
日
書
了
　
花
洛
北
小
路

書
□
」

〈表
紙
〉
中
央

「□
□
疏

［光
／
明
］
抄

［玄
七
／
第
二
］
十
八
巻
内
第
二

［自
序
題
門
／
至
釈
名

門
］
」
右
下

「湛
容
」
左
下

「永
源

（花
押
）」

〈奥
書
〉
「文
永
六
年
九
月
十
日
巳
時
書
了
　
於

一
条
万
里
小
路
ア
ミ
タ
寺
写
也
」

〈奥
書
〉
「文
永
六
年
九
月
十

一
日
西
時
書
了
於
花
洛

一
条
万
里
小
路
ア
ミ
タ
寺
／
写
也
後
見
人
々

念
仏
十
反
穴
賢
々
々
／
執
筆
永
源
春
秋
廿
九
」

称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

同
巻
十
五

・
十
六

（合
冊
）

一
六

八

〈表
紙
〉
中
央

「□
経
疏

［光
／
明
］
抄

［散
四
／

一
二
］
十
八
巻
内

［第
十
五

［自
始
／
至
就
人

立
信
］
／
第
十
六

［自
就
行
立
信
／
至
上
品
上
生
］
」
左
上

「観
経
散
善
義
抄
第

一
第
二
」

右
下

「湛
容
」
左
下

「永
源

（花
押
）」

〈内
題
〉
「浄
土
疑
芥

［別
申
観
経
部
／
善
導
疏
第
四
］
」

〈撰
号
〉
「欣
浄
沙
門
長
西
録

［答
以
日
入
書
之
／
或
以
私
解
］
」



『浄
土
論
注
要
文
抄
』
（仮
題
）

同
巻
八

同
巻
七

『群
疑
論
疑
芥
』
巻
六

同
巻
十
七

・
十
八

（合
冊
）

〈奥
書
〉
「文
永
六
年
八
月
廿
八
日
子
時
□
□

一
条
万
里
小
路
也
」

〈
表
紙
〉
中
央

「群
疑
論
疑
芥
第
八
」
右
下

「称
名
寺
」
左
下

「伝
覚
静
／
西
□
」

〈表
紙
〉
中
央

「群
疑
論
疑
芥
第
七
」
左
下

「伝
覚
静
」
右
下

「金
沢
称
名
寺
／
西
観
」

〈内
題
〉
「浄
土
疑
芥

［通
申
説
経
部
／
群
疑
論
第
七
］
」

〈表
紙
〉
右
上

「群
疑
論
第
六
疑
芥
答
」
右
下

「称
名
寺
」
左
下

「伝
覚
静
／
西
観
」

〈内
題
〉
「浄
土
疑
芥

［通
申
説
経
部
／
群
疑
論
第
六
］
」

〈表
紙
〉
中
央

「観
経
疏

［光
／
明
］
抄

［散
四
／
三
四
］
十
八
巻
内

［第
七

［自
上
品
中
生
／
至

中
品
下
生
］
／
第
八

［自
下
品
上
生
至
終
也
〓
」
右
下

「湛
容
」
左
下

「永
源

（花
押
）」

〈奥
書
〉
「文
永
六
年
九
月
廿
四
日
□
□
於
□
□

一
条
万
里
／
小
路
ロ
ミ
タ
院
写
也
／
執
筆
永
□

（花
押
）」

〈奥
書
〉
「文
永
六
年
九
月
廿
二
日
巳
時
許
書
了
　
於
京
洛

一
条
万
里
小
路
ア
ミ
タ
寺
写
□
／
執
筆

永
源

［春
秋
廿
九
］」

一
一

『法
事
讃
疑
芥
』
に
関
す
る
先
行
研
究

次
に
、
本
書

へ
言
及
が
見
ら
れ
る
先
行
研
究
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

・
塚
本
善
隆
博
士

「金
沢
文
庫
所
蔵
浄
土
宗
学
上
の
未
伝
稀
親
の
鎌
倉
古
抄
本
」
（『浄
土
学
』
巻
五
／
六
・
五
七
五
―
五
七
六
頁
、　
一
九

二
三
年
　
※
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
）

０
法
事
讃

（光
明
抄
）
四
巻
内
第

一
、
第
二
、
第
四
、
長
西
撰
、
永
源
手
沢
、
湛
容
所
持
本

称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
六
九



称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

一
七
〇

第

一
冊
の
表
紙
に

法
事
讃

〈
上
／

一
〉
四
巻
内
第

一

そ
の
巻
初
に
は

浄
土
疑
芥

〈別
申
小
経
部
／
善
導
法
事
讃
〉
欣
浄
沙
門
長
西
録

〈答
以
口
受
書
／
之
或
加
私
解
〉

と
あ
り
。
第
四
の
終
に
は

文
永
五
年

〈戊
辰
〉
九
月
十
日
亥
時
書
了

於
洛
陽

一
条
万
利
小
路
阿
弥
陀
寺
如
形
書
写
、
後
見
之
人
々
南
無
阿
弥
陀
佛

一
反
穴
賢
穴
賢
、
執
筆
永
源
花
押

の
奥
書
を
見
る
。
以
て
此
書
が
０
観
経
疏
光
明
抄
、
④
往
生
礼
讃
光
明
抄
と
共
に
長
西
の
著
述
を
永
源
が
京
都
に
て
書
写
せ
る
も

の
な
る
を
知
る
。

・
岸
章
二
氏

「金
沢
文
庫
所
蔵

『観
経
疏
光
明
抄
』
玄
七
第
五

（？
）
同
序
三
第

一
の
本
文
及
び
そ
の
解
説
と
光
明
抄
研
究
の

一
間

題
」
（『宗
学
研
究
』
巻

一
一
。
一
五
四
頁
、　
一
九
二
五
年
　
※
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
）

『観
経
疏
光
明
抄
』
の
諸
問
題
を
論
じ
る
な
か
で
、
処
々
に
本
書
の
書
名
が
挙
げ
ら
れ
、
内
容
も
概
ね
把
握
し
て
い
る
様
子
が
窺
え

る
。
た
と
え
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

又
こ
ゝ
に
今
師
と
い
ふ
は
善
導
を
指
し
て
ゐ
る
如
く
、
『観
経
疏
光
明
抄
』
、
『法
事
讃
』
及
び

『礼
讃
』
の

『光
明
抄
』
に
あ
つ

て
は
、
善
導
呼
ぶ
に
今
師
若
く
は
和
尚
の
略
称
を
用
ひ
、
元
祖
法
然
上
人
を
呼
ぶ
に
上
人
な
る
敬
称
を
用
ひ
て
ゐ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
実
際
に
文
言
を
引
用
し
、
内
容

へ
詳
細
に
言
及
し
て
い
る
箇
所
は
見
ら
れ
な
い
。

・
安
井
広
度
博
士

『法
然
門
下
の
教
学
』
（三
六
頁
、　
一
九
二
八
年

［
一
九
六
八
年
複
刊
］

※
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
）

０

『浄
土
疑
芥
』　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．



『群
疑
論
疑
芥
』
第
七
巻
の
内
題
に

「浄
土
疑
芥
細
紳
誌
雛
榔
」
と
記
し
、
『観
経
疏
序
分
義
光
明
抄
』
の
初
に

「浄
土
疑
芥
馴
紳

部
善
導

疏
第
二
」
と
記
し
、
『法
事
讃
光
明
抄
』
の
初
に

「浄
土
疑
芥

訓
騨
渤
難
翻
」
と
記
す
所
を
見
る
と
、
彼
に
は

「浄
土
疑
芥
」
と
題

す
る
大
部
の
浄
土
教
に
関
す
る
著
述
が
あ
つ
た
や
う
に
察
せ
ら
れ
る
。
全
部
で
何
巻
あ
つ
た
か
解
ら
な
い
が
、
『観
経
疏
光
明

抄
』
十
八
巻
の
う
ち
、
『玄
義
分
』
（七
巻
）
は
序
題
門
釈
名
門
等
を
存
し
、
『序
分
義
』
（三
巻
）
は
第
二
巻
を
快
き
、
『定
善

義
』
（四
巻
）
は
全
部
を
快
き
、
『散
善
義
』
（四
巻
）
は
大
概
之
を
伝
へ
、
そ
の
他
に
、
『法
事
讃
』、
『礼
讃
』、
『論
註
』
等
の

抄
を
残
し
て
ゐ
る
。

・
石
田
充
之
博
士

『日
本
浄
土
教
の
研
究
』
（二
九
九
―
三
〇
〇
頁
、　
一
九
五
二
年
　
※
傍
線
お
よ
び
山
括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
と
註
）

Ｄ
法
事
讃
光
明
抄

（
一
、
二
、
四
の
三
巻
三
冊
現
存
）
（金
沢
文
庫
蔵
）
‥
…
二

連
の

「浄
土
疑
芥

〈
※
」
な
し
は
原
文
マ
マ
〉

と
内
題
す
る
議
義
録
と
推
測
さ
れ
る
も
の
で
、
門
弟
の
私
解
等
が
加
え
ら
れ
て
い
る
が
、
大
体
そ
の
著
と
推
定
さ
れ
る
。

・
石
田
充
之
博
士

『法
然
上
人
門
下
の
浄
土
教
学
の
研
究
』
巻
下

（七
八
頁
、　
一
九
七
九
年
　
※
傍
線
お
よ
び
山
括
弧
内
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
と
註
）

⑤
法
事
讃
光
明
抄

（
一
、
二
、
四
の
三
巻
三
冊
現
存
）
永
源
手
沢
本
湛
容
所
持

〈
※

「金
沢
文
庫
蔵
」
の
脚
註
あ
り
〉
‥
…
上

連
の

『浄
土
疑
芥
』
と
内
題
す
る
長
西
の
議
義
録
と
推
定
さ
れ
る
も
の
で
、
門
弟
の
私
解
等
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
大

体
長
西
師
の
思
想
内
容
を
伝
え
る
著
述
で
あ
る
と
思
惟
し
て
宜
し
い
で
あ
ろ
う
。

但
し
、
書
中
門
弟
の
私
解
が
多
く
加
え
ら
れ
て
お
っ
て
時
に
長
西
の
説
か
門
弟
の
説
か
判
別
に
苦
し
む
点
が
あ
る
故
、
そ
の
辺

の
判
別
に
注
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

・
『浄
土
宗
大
辞
典
』
（巻
三
。
二
八
四
頁
、　
一
九
八
〇
年
　
※
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
）

ほ
う
じ
さ
ん
の
ま
っ
し
ょ

【法
事
讃
の
末
書
】
…
…
九
品
寺
流
で
は
長
西
撰

。
永
源
写
の

「光
明
抄
」
四
巻

（第
二
巻
欠
）
が
あ

称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
一



称
名
寺
聖
教

「法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
二

ｄ
。
本
書
は
覚
明
房
長
西
が

『法
事
讃
』
を
講
じ
た
稿
本
を
、　
一
二
六
八
年

（文
永
五
）
永
源
が
京
都

一
条
万
里
小
路
阿
弥
陀
院

に
お
い
て
書
写
し
た
も
の
。

・
吉
田
淳
雄
氏

「長
西
の
著
作
に
つ
い
て
」
（『仏
教
論
叢
』
巻
四
四
・
九
七
頁
、
二
〇
〇
〇
年
　
※
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
）

劃
倒劃『劃
柵「綱田珊
図
は
、
従
来
は
第
一
・
二
・
四
巻
の
み
現
存
と
さ
れ
て
き
た
が
、
実
は
四
巻
全
て
が
現
存
す
る
。
た
だ
し
巻
二
の
巻

末
と
巻
三
の
巻
初
は
欠
落
し
て
い
る
。
巻
一
は
上
巻
の
釈
、
残
る
巻
二
～
四
は
下
巻
の
釈
で
あ
る
。

外
題
は

法
事
讃

〈上
／

一
〉
四
巻
内
第

一

法
事
讃

〈下
／
三
〉
四
巻
内
第
二

な
ど
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
巻

一
に
は

浄
土
疑
芥

〈別
申
小
経
部
／
善
導
法
事
讃
〉
欣
浄
沙
門
長
西
録

〈答
以
口
受
書
之
／
或
加
私
解
〉

と
の
内
題
を
有
す
る
。

・
『新
纂
浄
土
宗
大
辞
典
』
（
〓
二
一
八
頁
、
二
〇
一
六
年
　
執
筆
¨
吉
田
淳
雄
氏
　
※
傍
線
は
筆
者
に
よ
る
加
筆
）

劃
倒日
「劃
刺
「洲
田珊
И

回
日
「
日
悧
翻
「

人
‐
「
囚
刈
園
側
創
。
善
導

『法
事
讃
』
の
註
釈
書
。
巻
二
の
巻
末
と
巻
三
の
巻
初
は
欠
落
す
る

も
の
の
四
巻
全
て
が
現
存
す
る
。
巻
一
は
上
巻
の
、
巻
二
以
降
は
下
巻
の
釈
で
あ
る
。
昭
和
初
期
に
金
沢
文
庫
よ
り
発
見
さ
れ
た

典
籍
の
一
つ
で
、
諸
行
本
願
義
の
立
場
か
ら
の

『法
事
讃
』
ひ
い
て
は

『阿
弥
陀
経
』
理
解
を
窺
う
こ
と
の
で
き
る
貴
重
な
資
料

で
あ
る
。

如
上
、
本
書
の
存
在
お
よ
び
貴
重
性

・
重
要
性
に
は
言
及
し
な
が
ら
も
、
外
面
的
な
情
報
の
紹
介
の
域
を
出
る
も
の
は
な
く
、
内
容

に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
論
政
は
確
認
で
き
な
い
。



三
　
『法
事
讃
疑
芥
』
の
内
容

既
に
述
べ
た
よ
う
に
、
『法
事
讃
疑
芥
』
は

『法
事
讃
』
の
註
釈
書
で
あ
る
。
具
体
的
に
は

『法
事
讃
』
の
本
文
を

「●
●
等
事
」

と
細
分
し
、
多
く
の
経
論
釈
を
引
用
し
な
が
ら
撰
者
の
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
『法
事
讃
』
巻
下
に
は

『阿
弥
陀
経
』
が
全

文
引
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
長
西
に
お
け
る

『阿
弥
陀
経
』
理
解
が
窺
え
る
点
で
も
注
目
に
値
す
る
。
さ
ら
に
は
、
『阿
弥
陀
経
』
註

釈
に
あ
た
っ
て
多
く
の
文
献
を
引
用
す
る
が
、
そ
の
な
か
に
は
今
日
で
は
散
逸
し
て
伝
存
し
な
い
典
籍
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
、
本

書
の
価
値
を
大
き
く
高
め
る
も
の
と
考
え
る
。
以
下
、
本
書
に
お
け
る
注
目
す
べ
き
説
示
を
数
例
紹
介
し
た
い
。

□
悧
図

疑

云
、
不
ン論
二念
仏
諸
行
・ミ
タ
光
明
摂
二往
生
人
・欺
。
答
。
摂
取
必
可
ン限
二念
仏
・也
。

（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻

一
。
三
丁
左
）

阿
弥
陀
仏
の
光
明
は
、
念
仏
と
諸
行
と
を
分
け
隔
て
な
く
往
生
人
を
摂
す
る
の
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
摂
取
は
必
ず
念
仏
に
限
る

と
答
え
て
い
る
。

□
閤
図

又
雑
善

者
何
等
欺
。
答
。
念
仏
外
諸
行
也
。
此
即
正
雑
二
行
中
雑
行
也
。

（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三
・
二
四
丁
左
）

雑
善
と
は
念
仏
以
外
の
諸
行
で
あ
り
、
正
雑
二
行
で
い
え
ば
雑
行
で
あ
る
と
定
義
し
て
い
る
。

囲
圏
図

又
雑
善
何
難
ン生
欺
。
答
。
疎
遠
　
故
也
。
疎
遠
　
故
力
弱
也
。
故
般
舟
讃
云
、
万
行
倶
廻

皆
得
ン
往

、　
念
仏

一
行
最
為
ン尊
。

廻
生
雑
善
恐

力
弱
、
元
ン過
二
　
一
日
七
日
念
・文
ｏ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三
・
二
四
丁
左
）

称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
三



称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
」
に
つ
い
て

（
一
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
四

念
仏
以
外
の
諸
行
で
あ
る
雑
善

（雑
行
）
は
疎
遠
で
あ
り
力
が
弱

い
か
ら
往
生
し
難

い
こ
と
を
、
「般
舟
讃
』
を
文
証
と
し
て
述

べ

て
い
る
。

□
悧
図

以
二真
観
三
縁
之
釈
・准
ン彼
案
ン
之
、
今
人
能
念
仏
々
還
念

者
、
散
心
也
。
此
得
二
三
業
・．
如
二真
身
観
日
常
称
念
等
。̈
此
即
念
仏

三
昧
為
宗
之
意
也
。
専
心
想
仏
々
知
人

者
、
此
得
二意
業

一
辺
・。
如
二真
身
観
衆
生
憶
念
仏
等
・。
此
即
観
仏
三
昧
為
宗
意
也
。
意

云
、
本
願
乃
至
十
念
々
仏
中
亘
二三
業
・有
二定
散
念
仏
・釈
顕

也
。
余
処
称
我
名
号
等

　

者
、
此
三
業
中
散
称
本
願
正
意
。
往
生

正
業
偏
在
ン之
。
故
釈
二肝
要
・也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻

一
・
一
〇
丁
左
）

本
願
文
の

「乃
至
十
念
」
は
三
業
に
わ
た
る
も
の
で
定
散
両
義
を
有
し
た
念
仏
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
も
散
心
の
称
名
念
仏
が
本

願
の
正
意

・
往
生
の
正
業
で
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。

□
圏
図

尋

云
、
執
持
名
号

者
、
観
称
中
何
欺
。
答
。
今
釈
雖
レ不
レ
云
二称
名
・玄
義
別
時
間
釈
二
一
日
七
日
称
二
　

仏
之
名
・、
礼
讃
後
序

釈
ス

二
一
正
称
シ

”侮
不
ン

， ′、卜
乱
レ。

又
釈
シぉ

十
一乃
・十
一ら
又
釈
ス

ニ若
シ

称
シ

け侮
往
生
スル者
′、
云

々
・ｏ
諸
師
′、皆

以
テ

如
キ

ン此
ク
ノ也
。
難
シ
テ

一形

今
聞
説
ア
ミ
タ

仏

者
、
指
下
上
光
明
寿
命
元
量
故
名
ニ
ア
ミ
タ
仏
・之
説
上欺
。
若
爾

者
執
持
名
号

者
、
聞
二
観
念
之
境
・。
謂
可
ン観
二光
明
寿
命

等
・故
、
何
云
二称
名
・欺
。
又
付
二経
之
文
言
・、
執
持
二
字
不
二
必

聞
二称
名
・、
如
何
。
答
。
難
勢
実
□
爾
也
。
但
論
蔵
性
相
、
云
ニ

名
句
文
身
依
ン声
仮
立
・。
故
名
号
必
可
二
口
唱
フ之
也
。
雖
ン爾

竪
　

著

共
不
レ可
二
一
偏
・。
経
論
文
言
多
含
、
付
二執
持
名
号
・可
ン

有
こ三
業
之
行
・也
。
是
以
諸
師
解
釈
辺
々
也
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三
・
三
二
丁
左
）

『阿
弥
陀
経
』
の

「執
持
名
号
」
に
つ
い
て
、
表
面
上
は
称
名
の
義
を
取
る
も
の
の
、
観
念
的
に
解
釈
し
て
い
く
義
を
完
全
否
定
せ

ず
、
経
論
の
文
言
は
多
岐
に
わ
た
り
、
「執
持
名
号
」
に
お
い
て
も
三
業
の
行
が
あ
る
の
だ
か
ら
、　
一
つ
の
見
解
に
執
着
す
べ
き
で
は



な
い
と
述
べ
て
い
る
。

長
西
教
義
は

一
般
に

「諸
行
本
願
義
」
と
評
さ
れ
、
法
然
聖
人
門
流
の
中
で
は
邪
義

・
異
端
の
人
師
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
評
価
が

一
概
に
首
肯
で
き
な
い
こ
と
は
既
に
別
稿
に
て
指
摘
し
た
。
そ
の
根
拠
の

一
端
を
担

っ
た
の
が
、
例
①
～
④
等
に

一
貫
し
て

見
ら
れ
る
念
仏
＝
勝
、
諸
行
＝
劣
の
説
示
で
あ
る
。
殊
に
例
④
の

一
文
で
明
言
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
称
名
念
仏
を
本
願
の
正
意
と
位

置
づ
け
て
い
る
点
は
看
過
し
て
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
た
だ
し
、
そ
の
念
仏
理
解
に
観
念
的
要
素
を
多
分
に
含
ん
で
い
る
こ
と
は
注
意

が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
称
名
ほ
ど
高
い
位
置
付
け
で
は
な
い
も
の
の
、
同
じ
念
仏
で
あ
る
以
上
、
観
念
に
も
同
等
の
功
能
を
認

め
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
特
徴
が
如
実
に
現
れ
て
い
る
の
が
例
⑤
で
あ
る
。
こ
こ
で
は

「執
持
名
号
」
を
称
名
の
義
で
取
り
な
が
ら

も
、
経
論
の
説
示
お
よ
び
行
が
三
業
に
亘
る
こ
と
を
理
由
に
、
観
念
的
理
解
を
否
定
は
し
な
い
。
こ
の
よ
う
に
、
三
業
に
亘
る
念
仏
理

解
を
見
せ
る
点
は
長
西
教
義
の
特
徴
と
言

っ
て
良
く
、
本
書
に
も
そ
の
特
徴
が
顕
現
し
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

四
　
内
題
割
註
の

「私
解
」
に
つ
い
て

『法
事
讃
疑
芥
』
は
、
前
述
の
如
く
長
西
撰
述
書
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
理
由
の

一
つ
が
、
巻

一
内
題
下
に
見
ら
れ
る

「欣
浄
沙
門

長
西
録
」
と
の
撰
号
で
あ
り
、
こ
れ
が
長
西
撰
述
書
と
し
て
著
名
な

『浄
土
依
憑
経
論
章
硫
目
録
』
、
い
わ
ゆ
る

『長
西
録
』
に
用
い

ら
れ
る
表
記
と

一
致
す
る
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
前
に
示
し
た
如
く
、
本
書
に
示
さ
れ
る
思
想
内
容
も
、
長
西
教
義
と

一
致
す
る
も
の

と
認
め
ら
れ
る
。

さ
て
、
現
存
す
る

〈浄
土
疑
芥
〉
で
は
撰
号
を
有
し
て
い
る
場
合
、
直
下
に
割
註
が
施
さ
れ
、
そ
の
な
か
に

「私
解
」
の

一
語
が
確

認
で
き
る
。
『法
事
讃
疑
芥
』
も
例
外
な
く
、
撰
号
下
の
割
註
に

「私
解
」
の

一
語
が
見
ら
れ
る
。
実
際
、
『法
事
讃
疑
芥
』
を
含
む

〈浄
土
疑
芥
〉
の
本
文
中
に
は
、
処
々
に

「私
云
」
と
し
て
私
釈
を
述
べ
る
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
「私
解
」
が
こ
の
私
釈

称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
五



称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七
六

を
意
味
し
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
が
、
問
題
は

「私
」
が
誰
を
指
す
の
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
私
釈
に
つ
い
て
、
岸
章
二

氏
は
種
々
の
観
点
か
ら
検
討
を
加
え
た
上
で

「幾
多
の

『光
明
抄
』
は
思
想
と
し
て
長
西
の
回
述
を
弟
子
阿
弥
陀
房
が
受
け
こ
れ
に
私

解
を
加

へ
た
も
の
と
い
ふ
こ
と
に
な
り
、
…
…
私
云
と
い
ふ
私
料
簡
の

一
段
は
細
註
の
私
解
に
応
じ
て
阿
弥
陀
房
の
主
張
と
な
る
」

（前
掲
稿

一
七
一
頁
）
と
示
唆
し
、
安
井
博
士
は

「門
弟
の
阿
弥
陀
房
が
師
長
西
の
説
を
録
し
…
…
自
説
を
加

へ
た
も
の
だ
と
思
ふ
」

（前
掲
書
三
七
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。
他
の
先
行
研
究
も
こ
の
説
に
異
を
唱
え
た
も
の
は
な
く
、
〈浄
土
疑
芥
〉
の
私
解
＝
阿
弥
陀
房

の
説
と
見
る
の
が
今
日
の
定
説
と
な
っ
て
い
る
。

な
お
、
「私
云
」
と
し
て
述
べ
る
説
示
に
は
、
直
前
ま
で
述
べ
て
き
た
義
、
す
な
わ
ち
長
西
義
に
対
し
て
、
「不
爾
」
と
否
定
的
な
見

解
も
多
く
見
ら
れ
る
な
ど
、
阿
弥
陀
房
の
教
学
を
知
る
上
で
も
、
長
西
お
よ
び
門
弟
と
の
関
係
を
窺
う
上
で
も
、
大
変
に
意
義
深
い
。

周
知
の
よ
う
に
、
九
品
寺
流
は
早
く
に
相
伝
を
断
絶
す
る
こ
と
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
筆
者
は
長
西
教
義
と
長
西
門
弟
教
義
と
の
乖
離

（
Ｈ
）

が

一
因
に
あ
る
と
推
察
す
る
た
め
、
流
義
廃
退
の
理
由
を
探
る
上
で
も
貴
重
な
史
料
に
な
り
得
る
と
考
え
る
。

五
　
良
忠

へ
の
影
響

長
西
と
良
忠
が
直
接
対
峙
し
た
か
否
か
は
定
か
で
な
い
が
、
活
躍
し
た
時
期
は
重
な
る
と
こ
ろ
が
多
く
あ
る
。
興
味
深
い
の
は
、
良

忠
門
弟
の
良
心

（
一
二
六
二
―
一
三
二
三
）
が
著
し
た

『授
手
印
決
答
受
決
抄
』
に
、

伝
通
記
筆
執
者
性
心
也
。
余
人
談
二長
西
等
余
流
抄
物
・、
及
引
二要
要
経
論
章
疏
文
・。
　

　

　

（『浄
全
』
巻

一
〇

・
八
八
頁
上
―
下
）

と
記
さ
れ
る
点
で
、
良
忠
が

『観
経
疏
伝
通
記
』
を
執
筆
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
長
西
等
の
浄
土
異
流
の
著
作
を
参
照
し
て
い
た
と
伝

え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
実
際
、
良
忠
を
含
め
た
鎮
西
義
の
人
師
の
著
作
に
は
、
長
西
お
よ
び
長
西
門
流

へ
の
批
判
的
言
及
が
多
く
見
ら

れ
る
が
、
良
忠
の
思
想
基
盤
に
は
長
西
教
義
が
あ
り
、
良
忠
と
長
西
は
共
通
す
る
面
を
有
す
る
と
の
指
摘
も
あ
る
。
上
記
指
摘
は
善
導



『観
経
疏
』
理
解
に
限
定
し
た
見
解
で
あ
る
が
、
『法
事
讃
』
理
解
に
お
い
て
も
長
西
か
ら
良
忠

へ
の
影
響
を
看
取
で
き
る
。
以
下
に

一
例
を
示
し
て
み
よ
う

（対
照
の
便
宜
上
、
訓
点
は
省
略
し
、
適
宜
傍
線

。
括
弧
数
字
等
を
付
し
た
）。

【長
西
撰

『法
事
讃
疑
芥
』】

尋
云
神
光
者
意
如
何
答
如
来
大
般
涅
槃
光
入
衆
生
毛
孔
内
薫
密

益
故
漸
々
善
心
増
長
也
弘
法
大
師
云
仏
光
外
射
真
如
内
薫
文

囲
悧
図

当
該
箇
所
は
、
『法
事
讃
』
巻
上

「神
光
」
（『聖
典
全
書
』
巻

一
・
八
〇
二
頁
）
の
解
釈
箇
所
で
あ
る
。
前
半
の
表
現
は
両
者
両
様
の

表
現
を
と
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
後
半
の
引
文
で
あ
る
。
『法
事
讃
疑
芥
』
は

「弘
法
大
師
」、
『法
事
讃
私
記
』
は

「高
野
大
師
」
と
、

引
用
元
の
呼
称
お
よ
び

「薫
」
と

「重
」̈
と
い
う
漢
字
の
相
異
は
あ
る
も
の
の
、
前
者
は
同

一
人
物
を
指
し
、
後
者
は
音
通
と
考
え
ら

れ
る
た
め
、
引
文
自
体
は
全
く
共
通
し
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
の
点
、
同

一
箇
所
を
註
釈
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
文
証
と
し
て
用

い
る
典
籍

・
文
言
が
共
通
す
る
こ
と
は
珍
し
い
こ
と
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
こ
こ
で
の
引
文
は
空
海

（七
七
四
―
八
二
五
）
著
作
中

に
完
全

一
致
す
る
文
言
は
な
く
、
『秘
蔵
宝
鈴
』
巻
上

「是
故
本
覚
内
薫
仏
光
外
射
」
（『大
正
蔵
』
巻
七
七
・
三
六
四
頁
上
）
の
取
意
文

で
あ
る
と
推
定
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
同
取
意
文
は
、
管
見
の
限
り
後
世
の
鎮
西
義
系
典
籍
を
除
け
ば

『法
事
讃
私
記
』
に
し
か
見
ら

れ
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
良
忠
は

『法
事
讃
疑
芥
』
か
ら
孫
引
き
し
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

同
皿

【長
西
撰

『法
事
讃
疑
芥
』】

三
身
化
用
勤
法
体
元
殊
等
事
　
疑
云
以
法
身
属
化
用
欺
答
不
爾

修
性
顕
得

一
切
仏
皆
具
三
身
雖
化
用
云
三
身
猶
□
也
報
応
二
身

称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

【良
忠
撰

『法
事
讃
私
記
』
】

神
光
等
者
述
能
化
平
等
之
慈
悲
高
野
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
菜
比

【良
忠
撰

『法
事
讃
私
記
』
】

三
身
化
用
等
者
諸
仏
如
来
皆
具
三
身
三
身
居
三
土
於
中
自
性
自
受
之

二
身
者
無
利
生
義
故
以
導
群
生
者
当
佗
受
用
変
化
身
徳
仏
仏
無
別
等

一
七
七



称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

化
用
推
功
法
□
用
也
但
真
言
意
四
身
共
云
□
也
二
教
論
云
此
四

種
身
具
横
竪
二
義
横
則
自
利
竪
則
利
他
深
義
更
聞
文

当
該
箇
所
は
、
『法
事
讃
』
巻
上

「三
身
」
（『聖
典
全
書
』
巻
一
・
八
〇
七
頁
）
に
関
連
し
て
、
仏
身
に
つ
い
て
解
釈
す
る
箇
所
で
あ

る
。
こ
こ
で
も
前
半
は
両
者
両
様
の
解
釈
を
施
す
が
、
後
半
で
空
海
撰

『弁
顕
密
二
教
論
』
（以
下

『二
教
論
』
と
略
称
）
を
引
用
す
る

点
は
一
致
し
て
い
る
。
そ
の
引
用
文
は
、
『
二
教
論
』
巻
下

「此
四
種
身
具
竪
横
二
義
。
横
則
自
利
竪
則
利
他
。
深
義
更
間
」
（『大
正

蔵
』
巻
七
七
・
三
八
〇
頁
上
）
が
ソ
ー
ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
原
文
で

「竪
横
二
義
」
と
あ
る
の
を

「横
竪
二
義
」
と
入
れ
替

え
る
点
、
そ
し
て
原
文
で
は
最
後
が

「間
」
で
あ
る
の
に

「聞
」
と
す
る
点
か
ら
、
長
西
の
独
自
の
引
用
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ

れ
ら
の
特
徴
を
有
す
る
特
殊
な
引
文
で
あ
り
な
が
ら
、
見
事
な
ま
で
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
引
文
も

『法
事
讃
疑
芥
』
か

ら
の
孫
引
き
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

□
閤
図

【長
西
撰

『法
事
讃
疑
芥
』
】

三
十
六
王
地
獄
典
領
等
事
　
疑
云
・・，‐引
利
ョ
「
何
等
欺
答
川
・‐刃
「剣

歎
天
廿
八
宿
地
丹
六
神
云
爾
者
地
獄
有
汁
六
王
欺
浄
土
三
昧
経

八
揚
経

当
該
箇
所
は
、
『法
事
讃
』
巻
上

「
三
十
六
王
」
（『聖
典
全
書
』
巻

一
・
八
二
〇
頁
）
に
つ
い
て
述
べ
る
箇
所
で
あ
る
。
こ
こ
で
良
忠

は
自
説
を
述
べ
た
後
、
「有
云
」
と
し
て

一
義
を
紹
介
し
て
い
る
が
、
対
照
す
れ
ば
明
ら
か
な
よ
う
に
、
そ
の
義
は

『法
事
讃
疑
芥
』

と
概
ね

一
致
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
若
干
の
相
異
点
は
あ
る
も
の
の
、
同
義
は
他
師
に
確
認
で
き
な
い
こ
と
か
ら
、
書
写
流
伝
の

間
に
脱
落
し
た
も
の
と
推
察
で
き
、
他
の

一
致
箇
所
と
複
合
的
に
勘
案
し
て
、
良
忠
が

『法
事
讃
疑
芥
』
を
参
照
し
て
い
た
こ
と
が
窺

一
七
八

具
三
身
故
云
無
殊
所
証
平
等
故
皆
有
慈
悲
方
便
利
生
亦
同
故
云
得
悟

【良
忠
撰

『法
事
讃
私
記
』】

「刊
Ｔ‐
「
「
「「
指
三
十
六
部
欺
如
観
念
門
記
薇
表
此
指
ョ
［コ
倒
「馴馴
「【

有
二
十
八
宿
地
有
三
十
六
神
可
検
潅
頂
経
浄
土
三
味
経
八
陽
経



え

よ

う

。

同
ロ

【長
西
撰

『法
事
讃
疑
芥
』】

尋
云
今
日
翻
訳
之
団
側
如
何
答
有
云
此
経
有
三
代
訳

一
ア
ミ
タ
経
跡
素

寿
朴
雅
雲
却
緋
如
来
滅
後

一
三
百
五
十
年
晋
安
帝
世
来
天
竺
亀
姦
国
三
蔵

法
師
鳩
摩
羅
什
婆
余
云
童
寿
弘
始
四
年
辛
丑
二
月
八
日
第

一
出
具
在
別
録
二

小
元
量
寿
経
載
漸
か
）
夕
経
如
来
滅
後

一
千
三
百
八
十
余
年
宋
文
帝
世
中

天
竺
沙
門
求
那
跛
羅
宋
言
功
徳
賢
考
違
年
第
二
出
具
在
別
録
三
称
讃
浄
土

仏
摂
受
経

一
巻
如
来
滅
後

一
千
五
百
九
十
九
年
大
唐
高
宋
世
沙
門
釈
玄

失
永
徴
元
年
厳
正
月

一
日
於
大
慈
恩
寺
翻
経
院
第
二
出
具
在
別
録
今
経
剤
馴

通
賛
疏
第

一
云
翻
訳
時
人
者
此
経
前
後
有
其
四
訳

一
秦
弘
始
四
年
二
月

八
日
羅
什
訳

一
名
小
元
量
寿
経
二
字
元
嘉
年
中
求
那
跛
陀
羅
訳
四
紙
三

解

文
仁
岳
新
疏
上
云
此
経
凡
有
四
訳
…
…
雖
四
本
梵
文
乃
同
今
検
第
二
訳

未
見
其
本
若
掲
頌
者
与
此
全
別
不
応
指
同
梵
文
文

称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

【良
忠
撰

『法
事
讃
私
記
』】

此
経
又
明
翻
訳
時
代
者

慈
恩

通
賛
疏

一
云
翻
訳
時
人
者
此
経
前
後
有
其
四
訳

一
秦
弘
始
四

年
二
月
八
日
羅
什
訳
名
小
無
量
寿
経
二
宋
元
嘉
年
中
求
那
跛

陀
羅
訳
四
紙
三
永
徴
六
年
大
唐
三
蔵
於
慈
恩
寺
訳
名
称
讃
浄

劃
引
調
釈
経
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
日
側
細
淵
Ｊ
一‐ョ
川

経
凡
有
四
訳
鋤
雖
有
回
利
用
言

瀾
側
一日
一Ｊ
一馴
訓
一刻
・淵
一馴
劉̈
一側
一飼
一日
一劉

．劇
皿

一
七
九



称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
〇

当
該
箇
所
は
、
『阿
弥
陀
経
』
諸
本
の
翻
訳
者
お
よ
び
翻
訳
時
代
を
論
じ
る
箇
所
で
あ
る
。
『法
事
讃
疑
芥
』
は
、
後
に
文
証
と
し
て

引
用
す
る
内
容
を
先
ん
じ
て
自
説
と
し
て
述
べ
て
い
る
分
文
量
が
多
く
な
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
『法
事
讃
私
記
』
で
は
引
用
文
の
み

と
す
る
こ
と
で
シ
ン
プ
ル
な
文
段
と
し
て
い
る
点
は
異
な
る
。
し
か
し
、
両
者
が
文
証
と
す
る
引
用
文
が
共
通
し
、
そ
の
順
番

ｏ
引
用

範
囲

。
中
略
箇
所
ま
で
一
致
し
て
い
る
点
は
看
過
で
き
な
い
。
多
少
の
文
言
の
相
異
は
あ
る
が
、
『法
事
讃
疑
芥
』
で
は
単
純
な
写
誤

と
考
え
ら
れ
る
も
の
が
殆
ど
で
あ
る
こ
と
や
、
『仁
岳
新
疏
』
の

「
四
本
梵
文
」
の

「文
」
の
右
傍
に
は

「言
欺
」
と
註
記
さ
れ
て
い

る
な
ど
、
基
本
的
に
一
致
す
る
と
考
え
て
大
過
な
い
だ
ろ
う
。
訳
者

・
時
代
を
論
じ
、
文
証
と
し
て

『通
賛
疏
』
や

『仁
岳
新
疏
』
を

引
用
す
る
こ
と
が
当
時
の

『阿
弥
陀
経
』
註
釈
書
に
お
け
る
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
慮
す
べ
き
で
あ
る
が
、
管
見
の
限

り
、
現
存
典
籍
で
は

『法
事
讃
疑
芥
』
・
『法
事
讃
私
記
』
の
み
に
見
ら
れ
る
論
法
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
他
の
一
致
例
も
併
せ
て
勘
案
す

れ
ば
、
孫
引
き
の
可
能
性
は
高
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

□
圏
図

【長
西
撰

『法
事
讃
疑
芥
』】

不
可
以
少
善
根
勘
生
彼
国
等
事
　
疑
云
少
善
者
文
点
如
何
如
上

①
円
云
舎
利
弗
下
三
…
…
得
生
悉
如
文
…
…

尋
云
諸
師
如
何
釈
之
欺
答

②
天
台
義
記
云
間
前
云
不
可
…
…
即
当
得
去
③
信
同
之

０
肇
公
義
疏
云
舎
利
弗
不
可
…
…
願
必
得
往
生
文

⑤
慈
恩
同
之

⑥
慈
蔵
ミ
タ
経
記
云
初
小
因
不
得
…
…
如
経
論
説
也

【良
忠
撰

『法
事
讃
私
記
』
】

問
少
善
根
者
何
善
根
耶
答
其
解
多
端
先
出
異
解
後
述
自
義
先
出
異

解
者

０
肇
公
義
疏
云
舎
利
弗
不
可
…
…
願
必
得
往
生
里

働
慈
恩
同
之

②
天
台
義
記
云
間
前
云
不
可
…
…
即
当
得
去
也
里

①
孤
山
云
舎
利
弗
下
三
…
…
得
生
悉
如
文
毘

⑥
慈
蔵
弥
陀
経
記
云
初
少
因
不
得
…
…
如
経
論
説
也
比



０
元
照
云
如
来
欲
明
持
…
…
本
相
伝
訛
脱
文

Ｑ
希
深
義
解
同
之

０
要
決
云
夫
論
善
根
多
…
…
定
判
為
少
善
文

⑩
春
秋
晏
子
日
以

一
心
可
事
□
君
以
百
心
不
可
事

一
君

ω
暁
云
顕
示
大
菩
提
…
…
等
元
譲
嫌
名
文

０
測
云
此
即
第
二
讃
…
…
土
故
不
相
違
文

尋
云
付
不
可
以
少
善
根
等
之
文
諸
師
作
異
解
有
何
由
欺
答
於
所
釈

剌
］引
「剰
引
洲
「司
之
倒
而
引
刹
川
劇
意
一「
日

〓‐
到
硼
刊
劃
靭
測
馴

「
倒
引
詞
矧
測
刹
「
州
劇
剌
調
割
云
列
劃
不
生
欺

欺
利
用

道
理
故
諸
師
各
異
解
也
又
雖
余
行
一
心
不
乱
行
之
即
得
往
生
也
何

云
少
善
不
生
欺
又
雖
名
号
非
一
心
不
乱
不
可
生
何
云
即
得
往
生
欺

安
心
浅
深
釈
少
善
不
生
之
義
也

０
要
決
云
夫
論
善
根
多
…
…
定
判
為
少
善
皿

ω
海
東
云
顕
示
大
菩
提
…
…
等
無
議
嫌
名
里

次
述
自
義
者
随
縁
雑
善
名
為
少
善
七
日
念
仏
名
云
多
善
又
霊
芝
所

解
似
類
今
家

０
彼
疏
云
如
来
欲
明
持
…
…
本
相
伝
訛
脱
里

③
希
深
義
解
同
之

間
　
　
　
　
　
　
　
智
．爽
災
豪
引̈
訳
綱
『刻
「川
明
時
調
師
「
作
到

□
刻̈
「柵
一幽
刻
時
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
行
相
引

引「
川
ｖ‐日
到
ヨ
司
一‐＝囚
Ｎ劃調
コ捌州
個
ョ
測
劃
詞
矧
指
冽
「馴
瀾州
コ副
到

諸
善
名
少
善
也
二
説

一
心
不
乱
即
得
往
生
故
知
設
雖
執
持
名
号
非

一‐‐ヽ州
困
‐‐甜
「「¶り
「司『綱
刷
「司
川
劃
∃四劉
劇鋼
］到
「圏
設
酬糊
コ
倒
若
一
劇口
州

乱
即
得
往
生
設
雖
名
号
若
非

一
心
何
得
往
生
故
知
経
意
大
約
安
心

厚
薄
説
少
善
不
生
也
然
則
諸
師
解
釈
多
約
安
心
浅
釈
少
善
不
生
義

今
云
此
義
有
二
過
失

一
違
経
文
二
乖
宗
義

当
該
箇
所
は
、
『阿
弥
陀
経
』
の
い
わ
ゆ
る
嫌
貶
開
示
の
釈
で
あ
る
。
既
に
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、
諸
師
の
解
釈
を
並
べ
る
な
か
で

人
師
の
呼
称
や
引
用
順
な
ど
は
わ
ず
か
に
異
な
る
が
、
そ
の
引
用
文
に
着
目
す
る
と
、
引
用
す
る
人
師
や
引
文
の
範
囲
が
符
合
し
、

「同
之
」
と
す
る
箇
所
ま
で

一
致
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
良
忠
が

『法
事
讃
疑
芥
』
を
下
敷
き
に
し
て

『法
事
讃
私
記
』
を
撰

称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
」
に
つ
い
て

（
一
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
一

也
|



称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
二

（２５
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
　
　
‐
‐
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
‐
‐

述
し
て
い
る
こ
と
が
窺
え
よ
う
。
さ
ら
に
注
目
す
べ
き
は
、
両
者
と
も
引
文
の
直
後
に

「諸
師
は
ど
の
よ
う
な
理
由
か
ら
異
解
を
為
し

て
い
る
の
か
」
（　
　
部
）
と
の
問
い
を
設
け
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。
長
西
は
こ
こ
で
自
義
を
述
べ
て
い
く
の
に
対
し
、
良
忠
は

「或

人
」
（　
　
部
）
の
説
を
引
用
す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
の
説
示
は
ま
さ
に
長
西
義
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る

（　
　
部
）
。
そ
し

て
、
長
西
義
を

一
通
り
引
用
し
た
後
、
「此
義
有
二
過
失
」
（　
　
部
）
と
し
て
、
二
つ
の
観
点
か
ら
批
判
を
加
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

如
上
、
紙
数
の
都
合
で
数
例
を
挙
げ
る
に
留
ま
っ
た
が
、
引
用
文
の
孫
引
き
や
本
文
引
用
と
い
う
観
点
よ
り
、
良
忠
撰

『法
事
讃
私

記
』
は
、
長
西
撰

『法
事
讃
疑
芥
』
の
影
響
下
に
著
さ
れ
た
も
の
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
『法
事
讃
疑
芥
』
と

『法
事
讃
私
記
』

お
よ
び
長
西
と
良
忠
の
関
係
に
つ
い
て
詳
細
に
検
討
す
る
こ
と
は
、
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。

小
　
結

以
上
、
『法
事
讃
疑
芥
』
に
お
け
る
書
誌
情
報
や
内
容
の

一
端
を
紹
介
し
て
き
た
。
現
状
で
の
見
解
を
ま
と
め
れ
ば
、
以
下
の
通
り

で
あ
る
。

●

『法
事
讃
』
註
釈
書
と
し
て
最
古
級
に
位
置
し
、
多
く
の
散
逸
文
献
の
引
用
が
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
純
粋
に
史
料
と
し
て
重
要

で
あ
る
。

②
特
に
、
撰
者
が
長
西
で
あ
る
点
か
ら
大
変
に
貴
重
で
あ
り
、
不
明
な
点
の
多
い
長
西
教
義
を
窺
う
上
で
重
要
で
あ
る
。

０
門
弟
の
阿
弥
陀
房
の
見
解
も
見
ら
れ
る
が
、
必
ず
し
も
長
西
と
見
解
が

一
致
し
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
長
西
門
流
の
研
究
に
も
大
き

な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

●
良
忠
と
の
関
連
を
指
摘
で
き
る
こ
と
か
ら
、
長
西
と
良
忠
、
ひ
い
て
は
長
西
門
流
と
鎮
西
義
と
の
関
わ
り
、
さ
ら
に
言
え
ば
中
世
浄

土
教
を
研
究
す
る
上
で
大
変
に
示
唆
に
富
ん
だ
史
料
で
あ
る
。



如
上
の
点
よ
り
、
「法
事
讃
疑
芥
』
は
非
常
に
高
い
価
値
を
有
し
て
お
り
、
長
西
教
義
研
究
を
は
じ
め
、
中
世
浄
土
教
研
究
に
お
い

て
大
き
な
役
割
を
果
た
す
可
能
性
を
持
つ
典
籍
で
あ
る
と
考
え
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
は

『法
事
讃
疑
芥
』
の
み
な
ら
ず
、
〈浄
土
疑
芥
〉
に
共
通
し
て
言
え
る
こ
と
で
あ
り
、
今
後
も
鋭
意
翻
刻
の
紹
介

を
進
め
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

註（１
）

本
表
に
お
け
る

「装
偵
」
。
「紙
数
」
に
つ
い
て
は
、
『称
名
寺
聖
教
目
録
』
（文
化
庁
文
化
財
部
美
術
学
芸
課
発
行
、
二
〇
〇
六
年
）

一
〇
五
頁
に
よ
る
。
本
目
録
の
紙
数
は
表
紙

・
裏
表
紙
も
含
め
た
も
の
と
推
察
さ
れ
、
本
文
に
該
当
す
る
箇
所
は
そ
れ
ぞ
れ
二
丁
少
な

く
な
る
。
な
お
、
［　
］
内
は
細
字
を
意
味
し
、
／
は
改
行
位
置
を
示
し
て
い
る
。

（２
）

便
宜
上
、
所
釈
の
範
囲
を
示
し
、
『浄
土
真
宗
聖
典
全
書
』
（以
下

『聖
典
全
書
』
と
略
称
）
巻

一
所
収

『法
事
讃
』
で
の
該
当
頁
を
記

し
た
。
な
お
、
所
釈
の
範
囲
は
本
文
に

「●
●
等
事
」
と
あ
る
見
出
語
に
拠

っ
て
い
る
が
、
「等
」
と
あ
る
よ
う
に
、
必
ず
し
も
見
出

語
以
下
の

『法
事
讃
』
原
文
の
註
釈
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

（３
）

岸
章
二
稿

「金
沢
文
庫
所
蔵

『観
経
疏
光
明
抄
』
玄
七
第
五

（？
）
同
序
三
第

一
の
本
文
及
び
そ
の
解
説
と
光
明
抄
研
究
の

一
間

題
」
（『宗
学
研
究
』
巻
一
一
。
一
五
二
頁
、　
一
九
二
五
年
）

（４
）

筆
者
は
、
長
西
撰
述
の

『往
生
礼
讃
光
明
抄
』
。
『観
経
疏
光
明
抄
』
。
「法
事
讃
疑
芥
』
・
『群
疑
論
疑
芥
』
・
『浄
土
論
注
要
文
抄
』
を

総
称
し
た
表
記
と
し
て
、
〈浄
土
疑
芥
〉
を
用
い
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

（５
）

管
見
の
限
り
、
以
下
の
典
籍
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

①
永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』、
②
僧
肇
撰

『阿
弥
陀
経
義
疏
』
（参
考

¨
『仏
解
』
巻
一
・
四
二
頁
二
段
）、
③
円
測
撰

『阿
弥
陀
経
疏
』

（参
考

¨
『仏
解
』
巻
一
・
四
六
頁
四
段
）、
④
玄

一
撰

『阿
弥
陀
経
記
』
（参
考

¨
『仏
解
』
巻
一
・
四
一
頁
三
段
）、
⑤
用
欽
撰

『阿
弥
陀
経

疏
超
玄
記
』
（参
考

¨
『仏
解
』
巻

一
。
四
八
頁
三
段
）、
⑥
仁
岳
撰

『阿
弥
陀
経
疏
』
（参
考
¨
「仏
解
』
巻

一
・
四
七
頁
二
段
）、
⑦
慈
蔵
撰

『阿
弥
陀
経
義
記
』
（参
考

¨
『仏
解
』
巻
一
・
四
二
頁
一
段
）
な
ど

な
お
、
①
に
関
し
て
は
、
本
書
に
見
ら
れ
る
逸
文
お
よ
び
他
の
典
籍
に
見
ら
れ
る
逸
文
を
整
理
し
て
、
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

一
八
三



称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
」
に
つ
い
て

（
一
）

一
八
四

特
徴
を
論
じ
た
上
で
、
先
行
研
究
に
加
上
す
る
形
で
逸
文
を
補
遺
し
て
発
表
し
た

（拙
稿

「永
観
撰

『阿
弥
陀
経
要
記
』
の
特
徴
に
つ

い
て
―
附

『阿
弥
陀
経
要
記
』
逸
文
補
遺
―
」、
『真
宗
研
究
』
巻
六
二
、
二
〇

一
八
年
）。

（６
）

小
論
中
の
引
用
文
で
は
、
旧
字
は
新
字
に
、
異
体
字
は
通
行
体
に
そ
れ
ぞ
れ
改
め
た
上
で
、
訓
点
は
筆
者
の
訓
み
に
し
た
が
っ
て
私

に
付
し
た
。
ま
た
、
隠
滅
箇
所
は
文
字
数
分
の

「□
」
で
表
記
し
た
。

（７
）

「竪
」
は

「堅
」
の
写
誤
か
？

「竪
」
で
は
意
味
が
通
ら
な
い
よ
う
に
思
う
。

（８
）

拙
稿

「長
西
の

「諸
行
本
願
義
」
考
―

「浄
土
疑
芥
」
を
通
し
て
の
再
検
討
―
」
（『宗
学
院
論
集
』
巻
八
八
、
二
〇

一
六
年
）。

（９
）

〈浄
土
疑
芥
〉
で
は
他
に
、
『散
善
義
光
明
抄
』
（『宗
学
研
究
』
巻

一
六

。
一
五
五
頁
）
・
『浄
土
論
注
要
文
抄
』
金
沢
文
庫
蔵
文
永
六

年
書
写
巻
子
本
、
巻
下

・
六
九

一
―
六
九
四
行
）
。
『往
生
礼
讃
光
明
抄
』
（金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
二
／
三

・
二
五
丁
左

―
二
六
丁
右
）
に
三
業
の
念
仏
に
つ
い
て
の
説
示
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。

（１０
）

『仏
全
』
巻

一
・
三
二
七
頁
。

（１１
）

既
に
、
拙
稿

「長
西
教
学
に
関
す
る

一
試
論
―
法
然
聖
人
間
流
に
お
け
る
邪
義

・
異
端
評
価
の
成
立
背
景
―
」
（『中
央
仏
教
学
院
紀

要
』
巻
二
八
・
五
〇
頁
、
二
〇

一
七
年
）
に
お
い
て
、
可
能
性
を
示
唆
し
た
。
本
件
に
つ
い
て
は
、
後
日
に
稿
を
改
め
て
詳
細
に
論
じ

て
み
た
い
。

（１２
）

広
川
尭
敏
稿

「金
沢
文
庫
本

『観
経
疏
聞
書
』
に
つ
い
て
」
（『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
巻
三
七
―

一
。
一
九
八
八
年
）
。
同

「金
沢

文
庫
本

『観
経
疏
聞
書
』
と

『光
明
抄
』
―
良
忠
教
学
の
思
想
基
盤
―
」
（『浄
土
宗
学
研
究
』
巻

一
八

。
一
九
九
二
年
）
・
同

「然
阿

良
忠
と
諸
行
本
願
義
」
（『印
度
学
仏
教
学
研
究
』
巻
四
二
―
二
。
一
九
九
四
年
）
・
同

「初
期
良
忠
教
学
の
形
成
過
程
―
金
沢
文
庫
本

『観
経
疏
玄
義
分
聞
書
』
第

一
を
中
心
と
し
て
―
」
（『浄
土
宗
学
研
究
』
巻
二
三

。
一
九
九
七
年
）
を
参
照
。
広
川
博
士
は
こ
れ
ら
の

論
考
の
な
か
で
、
総
じ
て
長
西
と
良
忠
は
対
立
す
る
面
と
共
通
す
る
面
と
の
両
面
を
合
わ
せ
持

っ
て
い
る
こ
と
を
論
じ
て
い
る
。

（１３
）

金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻

一
。
二
丁
左
。

（１４
）

巻
上
、
『浄
全
』
巻
四

。
二
五
頁
上
。

（１５
）

金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻

一
・
五
丁
右
。

（１６
）

巻
上
、
「浄
全
』
巻
四

・
四
〇
頁
上
。

（１７
）

『定
本
弘
法
大
師
全
集
』
巻
三

・
一
〇
四
頁
、
『弘
法
大
師
全
集
』
（増
補
三
版
）
巻
三

・
五
〇
〇
頁
も
確
認
し
た
が
、
当
見
解
に
影



響
す
る
異
本
情
報
等
は
確
認
で
き
な
か
っ
た
。

（１８
）

金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻

一
。
一
一
丁
左
。

（１９
）

巻
上
、
『浄
全
』
巻
四

。
四
七
頁
上
―
下
。

（２０
）

金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
二
・
二
丁
右
―
左
。

（２１
）

巻
中
、
「浄
全
』
巻
四

・
五
三
頁
上
―
下
。

（２２
）

金
沢
文
庫
蔵
文
永
五
年
書
写
本
、
巻
三

。
一
九
丁
左
―
二
一
丁
左
。

（２３
）

『浄
全
』
巻
四
・
七
三
頁
上
―
七
四
頁
下
。

（２４
）

紙
数
の
都
合
で

『法
事
讃
疑
芥
』
。
『法
事
讃
私
記
』
と
も
私
に
本
文
を
大
幅
に
省
略
し
て
引
用
し
た
。
す
な
わ
ち

「…
…
」
は
引
用

元
で
は
本
文
が
あ
る
も
の
を
省
略
し
て
い
る
こ
と
を
断
っ
て
お
く
。

（２５
）

千
葉
隆
誓
氏
は
、
『法
事
讃
疑
芥
』
と

『法
事
讃
私
記
』
の
引
用
文
を
比
較
し
て
相
違
点
と
共
通
点
を
挙
げ
、
そ
の
共
通
点
と
し
て

①
引
用
さ
れ
る
人
師
が
共
通
す
る
こ
と
、
②
引
用
順
は
異
な
る
が
引
用
文
の
始
ま
り
と
終
わ
り
と
が

一
致
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て

い
る
。
（「真
門
釈
所
引
の
元
照

『阿
弥
陀
経
義
疏
』
引
意
に
つ
い
て
の
一
考
察
」、
『宗
学
院
論
集
』
巻
八
八
。
二
〇

一
六
年
）
た
だ
し
、

千
葉
氏
は

「慈
恩
同
之
」
な
ど
も
引
用
人
師
の
共
通
点
と
し
て
挙
げ
て
い
る
が
、
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば

『法
事
讃
疑
芥
』
の

「信
同

之
」
（源
信

『阿
弥
陀
経
略
記
』
も
同
義
で
あ
る
）
と
の
記
述
も
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
『法
事
讃
私
記
』
に
は

源
信
へ
の
言
及
は
な
く
、
⑩

『晏
子
春
秋
』
。
ω
の
円
測
撰

『阿
弥
陀
経
疏
』
も
長
西
の
み
が
引
用
す
る
文
で
あ
る
か
ら
、
厳
密
に
は

完
全

一
致
と
は
言
え
な
い
。
と
は
い
え
、
そ
の
点
を
考
慮
し
て
も
、
千
葉
氏
の
指
摘
に
は
筆
者
も
基
本
的
に
同
意
す
る
も
の
で
あ
り
、

後
半
の
批
判
内
容
の
一
致
が
そ
れ
を
証
明
し
て
い
る
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

（２６
）

そ
の
批
判
の
具
体
的
な
内
容
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

先
違
二
経
文
・者
、
少
善
行
相
雖
ン不
′説
ン之
、
大
善
行
体
分
明
顕
説
。
所
謂
上

嫌
二少
善
不
生
（
下

云
二執
持
名
号
・、
就
二此
名

号
こ

・島
説
タ

二
一
心
不
乱
卜

・。
文
相
分
明ナリ
身
何
ッ

一島
一
文
幽
ナつ
卜

況ャ
一
本
′

経
こ

一島
専
称
名
号
是
多
善
等
卜

・、
何
ッ

以テ
ニ名
ち
・還
二属
セ
ンヤ少

善
二

・。
次
ニ

乖
二
宗
義
・者
、
今
家
所
判
異
二余
師
釈
・、
或
以
二余
善
・嫌
二疎
雑
等
・、
或
以
二定
散
・比
二校

名
号
・判
二付
属
義
・。
此
乃
独
局
二名
号
・

為
ス一本

願ノ行卜
・故
也
。
処
処
′解

釈
′、皆

述
フ

ニ此
ノ島

・。
実
二是

今
家
′、為
テ

ニ弥
陀
ノ応

鳳
・、
再
ヒ任
セ
一本
地
ノ誓

願
二

・顕
二一及
一
宗
ノ綱
勇
・。
綺

（※
経
）
非
ス

ニ

柳
爾
・、
何
忽
二緒

　

之
・。
凡
立
宗
之
法
就
二
一
師
所
解
・猶
会
二経
論
文
・、
況
余
師
釈
耶
。
如
二彼
台
宗
・者
、
天
台
大
師
為
二薬
王
垂

称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

一
八
五



称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
八
六

逃
・、
顕
二霊
山
聞
・。
故
章
安
等
標
二諸
師
異
解
・験
二彼
非

，
　

円
。
縦
雖
二

宗
内
・、
於
二末
師
・者
順
ン理
之
時
選

類
二金
宝
・、
違
ン

理
二之

時
′、嫌
ヒテ

同セ
一ム瓦
礫
二

・。
諸
宗
並
ヘテ女ロタ

（※
ン此
ノ

）
ヽ
〈
審亦
可
シ

ン然
ル。

何
ソ△理
一当
讃
ノち

・還リ
テ依
ル
一余
師
ノ解
こ

・。
先
師
′、殊
こ痛
ム

ン乙
。
諸
師
ノ

若
シ

騰
¨
ハ

今
二同
ック

可
シ

ン用
フ

ン乙
。
若
シ違
ス

¨
ハ〈
千
何
ソ助ヶ

一ャ彼
ノ義

・。
請
フ
ラ
タ
ハ末

学
ノ再
ヒ察
ンテ綿

一
コト
ヲ義
ノ

是
ゎ
・臭
。

（『浄
全
』
巻
四
・
七
四
頁
下
―
七
五
頁
上
　
※
は

『浄
全
』
頭
註
に
も
と
づ
く
）

す
な
わ
ち
、
「違
経
文
」
で
の
主
張
は
、
「少
善
の
行
相
こ
そ
説
か
れ
て
い
な
い
が
、
大
善
の
行
体
は
明
ら
か
に
説
か
れ
て
い
る
。
加
え

て
、
前
に
少
善
不
生
と
嫌
い
、
後
に
は
執
持
名
号
と
述
べ
て
、
さ
ら
に
は
そ
の
執
持
名
号
に
つ
い
て

一
心
不
乱
と
説
か
れ
る
。
と
な
れ

ば
文
の
上
に
明
ら
か
に
名
号
が
少
善
で
な
い
旨
が
見
え
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
文
幽

（文
の
奥
深
い
と
こ
ろ
）
と
い
う
の
か
。
ま
し

て
や

『阿
弥
陀
経
』
の
別
本

（異
本
の
一
本
）
に
は
、
専
称
名
号
是
多
善
等
と
説
か
れ
て
い
る
の
に
、
ど
う
し
て
名
号
を
少
善
に
属
さ

せ
よ
う
と
す
る
の
か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
次
に

「乖
宗
義
」
で
の
主
張
は
、
「法
然
義
は
他
の
人
師
と
異
な
り
、
余
善
を
粗
雑
と

嫌
い
、
名
号
だ
け
が
本
願
の
行
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
弥
陀
の
応
迩
で
あ
る
法
然
義
を
い
る
が
せ
に
す
る
の
か
。
宗
を
立
て
る
に
あ
た

っ
て
は
、　
一
師
の
理
解
に
よ
り
な
が
ら
経
論
の
文

・
諸
師
の
解
釈
を
会
通
し
て
い
く
も
の
で
あ
る
。
天
台
宗
で
は
、
天
台
大
師
は
薬
王

の
垂
逃
と
考
え
、
章
安
大
師
は
諸
師
の
異
解
を
標
榜
し
て
円
教
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
た
と
え
天
台
宗
内
の
人
師
で
あ
ろ

う
と
、
道
理
に
順
じ
て
い
れ
ば
金
宝
と
し
、
道
理
に
違
う
な
ら
ば
瓦
礫
と
同
じ
と
し
て
嫌
う
も
の
で
あ
る
。
諸
宗
は
み
な
天
台
宗
の
如

く
考
え
る
の
で
あ
っ
て
、
浄
土
宗
も
ま
た
同
様
で
あ
る
。
そ
れ
な
の
に
ど
う
し
て
当
讃
文
を
会
通
し
て
他
師
の
解
釈
に
依
拠
す
る
の

か
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

【付
記
】

小
論
は
、
本
願
寺
派
教
学
助
成
財
団
の
平
成
二
十
九
年
度
助
成
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。
ま
た
、
小
論
の
執
筆
に
あ
た
り
、
称

名
寺
御
住
職
の
須
方
隆
證
師
、
な
ら
び
に
金
沢
文
庫
御
当
局
に
は
格
別
の
御
高
配
を
賜
り
ま
し
た
。
衷
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



な
お
、
小
論
は
、
左
記
の
メ
ン
バ
ー
で
開
催
し
て
い
る
研
究
会
に
お
け
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

赤
松
信
映

（浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
学
院
研
究
員
）
　

佐
竹
真
城

（浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
研
究
員
）

西
村
慶
哉

（浄
土
真
宗
本
願
寺
派
総
合
研
究
所
研
究
助
手
）
　

井
上
慶
淳

（龍
谷
大
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

キ
ー
ワ
ー
ド
　
覚
明
房
長
西
　
九
品
寺
流
　
浄
土
疑
芥
　
法
事
讃
疑
芥
　
諸
行
本
願
義
　
良
忠
　
法
事
讃
私
記
　
金
沢
文
庫

称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
」
に
つ
い
て

（
一
）

一
八
七



称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
」
に
つ
い
て

（
一
）

『法
事
讃
疑
芥
』
巻

一
翻
刻

（赤
松

・
佐
竹

・
西
村

・
井
上
）

【凡
例
】

①
本
翻
刻
は
、
称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
の
巻

一

（９４
函

４
１
１
）
を
翻
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
漢
字
は
新
字
の
通
行
体
に
統

一
し
、
略
字

（合
字
）
は
正
字
に

戻
し
て
翻
刻
し
た
。

③
各
丁
数
は

〈　
〉
で
括

っ
て
示
し
、
行
取
り
は
原
本
に
準
じ
て

行
頭
に
行
数
を
記
し
た
。

④
訓
点

・
合
符
は
原
本
に
付
さ
れ
て
い
る
通
り
翻
刻
し
た
が
、
ス

ペ
ー
ス
に
関
し
て
は
必
ず
し
も
原
本
に
は
よ
ら
ず
、
原
則
と
し

て
見
出
し
の
前
後
お
よ
び
間
の
直
前
、
科
段
等
に
適
宜
私
的
に

付
し
た
。
た
だ
し
、
何
れ
の
場
合
も
行
頭

・
行
末
に
は
付
さ
な

か
っ
た
。

⑤
補
記
や
訂
記
は
本
文
に
反
映
し
て
翻
刻
し
た
。

⑥
翻
刻
に
使
用
し
た
各
種
記
号
が
示
す
意
味
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

。
「□
」
↓
湮
滅

（字
数
が
判
断
で
き
る
場
合
は
字
数
文
を
入

一
八
八

カ
し
、
字
数
が
判
断
で
き
な
い
場
合
は

「□
…
□
」
で
示
し
た
）

・
「
」

」
↓
原
本
に
お
い
て
ス
ペ
ー
ス
の
よ
う
に
見
え
、
湮
滅

痕
も
確
認
で
き
な
い
も
の
の
、
文
字
の
あ
る
べ
き
こ
と
が
推

定
さ
れ
る
箇
所

Ｌ
…
…
」
↓
本
文
に
付
さ
れ
た
省
略
符
合
箇
所

⑦
引
用
文
に
つ
い
て
は
、
管
見
の
範
囲
で
確
認
し
得
た
出
典
を

（　
）
内
に
割
書
で
示
し
た
。

③
写
誤
や
脱
字
な
ど
、
意
味
が
通
ら
な
い
箇
所
が
散
見
さ
れ
る
が
、

本
翻
刻
で
は
史
料
性
に
重
点
を
置
き
、
明
ら
か
な
誤
り
と
判
断

で
き
た
場
合
で
も
特
に
校
訂
は
し
な
か
っ
た
。

【本
文
】

〈
一
丁
右
〉

０１
浄
土
疑
芥
捌
紳
淋
報
部
　
　
欣
浄
沙
門
長
西
録
始
鵬
紳
鰻
書
之

０２
転
経
行
道
願
往
生
浄
土
法
事
讃
巻
上
等
事
　
疑
云
依
三
業
之
次

第
者
可
云

０３
行
道
転
経
如
何
答
三
業
次
第
不
列
必
身
口
意
・随
義
・不
定
也
今

転
経
為
面



０４
故
列
口
業
・也
　
又
下
巻
題
行
道
転
経
・此
依
三
業
次
第
・欺
又

行
道
者
文
点
如
何

０５
答
如
上
有
云
只
是
経
事
・廻

道
場
・云
行
　
道
・欺
　
又
願
往
生

者
安
心
起
行
中

０６
何
欺
答
安
心
也
転
経
行
道
者
起
行
故
列
起
行
安
心
・欺
　
又
今

讃
者
教
行
二

〇７
門
中
明
何
辺
欺
答
修
行
門
也
　
奉
請
四
天
王
直
入
道
場
中
等
事

０８
疑
云
請
四
天
王
有
何
故
欺
答
為
仏
法
守
護
・也
　
奉
請
師
子
工

等
事

０９
疑
云
請
師
子
工
有
何
要
歎
答
為
道
場
権
護
・也
有
衆
魔
退
散
徳
・

故
也

１０
又
師
子
者
為
梵
語
為
漢
語
歎
答
漢
語
也
新
訳
云
善
元
畏
三
蔵
・

旧
云
浄

ｎ
師
子
・又
阿
閣
太
子
翻
師
子
太
子
・翻
元
畏
太
子
・也
此
等
皆
師

子
与
元
畏
・

１２

一
義
也
故
今
云
漢
語
・也
可
見
執
師
子
国
釈
西
域
記
・也
　
又
師

子
者
文
点
如
何
答

〈
一
丁
左
〉称

名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

０１
難
知
唐
本
云
師
子
・也
　
又
師
子
者
当
体
讐
喩
中
為
何
欺
答
権
化

０２
師
子
也
但
仏
道
論
衡
云
師
子
者
云
仏
法
護
法
神
・也

０３
奮

迅

身
毛
衣
等
事
　
疑
云
奮
迅
者
何
等
欺
答
師
子
振
身
・躍

也
毛
衣

０４
者
毛
即
衣
也
　
衆
魔
退
散
去
等
事
　
疑
云
衆
魔
退
散
義
者
四
天

師
子

０５
中
依
何
力
欺
答
四
天
理
在
絶
言
也
今
且
云
師
子
徳
・也

０６
廻

頭
・請
法
師
・等
事
　
疑
云
廻
頭
者
其
相
如
何
答
稽
首
義
也

亦
接
足

０７
作
礼
義
也
法
師
者
導
師
也
光
記

一
（斃
格
四論
「
ダヽ
一萩
覧
）
云
敬

ハ
　

ナ
リ

礼
如
是
如
理
師
者
稽
之
言
至

０８
首
之
言
頭

亦
有
就
時
・以
己
之
尊
・接
仏
之
卑
・故
称
敬
礼
・．７
々

０９
直
取
涅
槃
城
等
事
　
尋
云
涅
槃
城
者
指
仏
果
所
証
大
涅
槃
欺
答

不
爾
極
楽
也

１０
序
分
　
娑
婆
広
大
火
宅
元
辺
等
事
　
疑
云
娑
婆
与
火
宅
只
法

ｎ
讐
異
也
二
重
釈
之
・有
何
要
欺
答
法
讐
互
事
常
習
也

１２
六
道
周
居
重
昏
永
夜
等
事
　
疑
云
六
道
与
重
昏
有
何
別
欺
答
六

道
者
所
経

一
八
九



称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

〈
二
丁
右
〉

０１
住
処
也
重
昏
者
所
具
煩
悩
也
娑
婆
翻
堪
忍
也
　
生
盲
元
目
等
事

疑
云
生
盲
与

０２
元
目
有
何
別
歎
答
生
盲
即
元
目
也
　
恵
照
未
期
等
事
　
疑
云
為

能
化
恵

０３
為
行
者
恵
欺
答
行
者
恵
也
　
又
明
字
或
本
云
期
何
為
正
欺
答
明

為
正
・欺

０４
引
導
元
方
等
事
　
疑
云
元
方

　

文
点
如
何
答
如
上
右
点
付
能

化
・左
点
付
所
化
・也

０５
託
命
投
神
誰
之
能
救
等
事
　
疑
云
託
命
等
之
意
如
何
答
託
命
者

生
義
也
投
神

０６
者
死
義
也
　
上
従
海
徳
初
際
如
来
等
事
　
疑
云
海
徳
者
為

一
仏

別
名
為
諸
仏

０７
通
号
欺
答
十
住
昆
婆
沙
論

（継
ユ
ハ
一雌
証
・動
す
）
云
過
去
元
数
劫

有
仏
・号
海
徳
・是
諸
現
在
仏
皆
従
彼
・

０８
発
願
寿
命
元
有
量
光
明
照
元
極
国
土
甚
清
浄
聞
名
定
作
仏
文
故

総
応

０９
同
出
世
仏
欺
例
如
寿
経
所
説
定
光
如
来

云
々
又
指
何
時
云
初
際

一
九
〇

欺
答
旦
指

一
段

１０
化
儀
最
初
出
世
仏
・云
初
際
・欺
　
設
使
同
生
還
如
覆
器
等
事

疑
云
同
生
者
其

ｎ
義
如
何
答
仏
与
衆
生
・々

値
云
事
也
　
又
覆
器
者
何
等
欺
答
如

伏

器
不
住
水
・

１２
吾
等
身
器
不
入
法
水
・讐
也
仏
善
星
喩
覆
器
給
也

〈
二
丁
左
〉

０１
苦
集
相
因
等
事
　
尋
云
意
如
何
答
苦
集
者
四
諦
中
初
二
諦
也
即

生
死
果
生

０２
死
因
也
相
因
者
十
二
因
縁
也
　
等
輝
神
光
等
事
　
尋
云
神
光
者

意
如
何

０３
答
如
来
大
般
涅
槃
光
入
衆
生
毛
孔
・内
薫
密
益
故
漸
々
善
心
増

長
也
弘
法

０４
大
師

（稀
麟
卜
裁
一格
一
Ｆ
一瞑
町
蔵
』）
云
仏
光
外り
射
レ
ハ真

如
内
ョリ

薫
ス

文

若
論
依
報
則
超
絶
十
方
等
事
　
疑
云

０５
依
報
荘
厳
上
既
弁
釈
挙
有
何
要
欺
答
上
只
挙
極
楽
荘
厳
・今
釈

超
絶
義
・也

ナ
ル

０６
疑
云
地
上
虚
空
不
同
也
何
云
元
異
・欺
答
今
釈
等
皆
元
漏
境
界



云
事

０７
他
方
凡
聖
乗
願
往
生
等
事
　
疑
云
乗
願
者
為
仏
本
願
為
行
者
願

欺
答
仏
本
願
也

０８
到
彼
元
殊
等
事
　
疑
云
元
殊
之
義
如
何
答
生
彼
・者
凡
聖
共
得

処
不
退
・同
発
大

０９
菩
提
心
・云
元
殊
・也
　
欲
令
識
彼
荘
厳
厭
斯
苦
事
等
事
　
疑
云

今
経
中
不
説

１０
苦
事
如
何
答
説
楽
事
・裏
可
有
・也
　
三
因
雛
綱
五
念
伍
鍮
諭
畢
命

為
期
融諦等
事

１１
疑
云
今
経
中
元
三
因
五
念
等
文
何
勧

之
欺
答
三
因
者
摂
発
願
・

五
念
者
摂
名

１２
号
・此
安
心
起
行
也
四
修
者
能
成
方
便
故
必
可
有
・也
　
正
助
四

修
則
刹
那
元
間
等
事

〈
三
丁
右
〉

０１
疑
云
正
助
者
何
等
欺
答
五
種
正
行
欺
有
云
正
者
三
心
也
内
因
故

也
此
則
能
助
也

０２
助
者
五
念
也
外
因
故
名
助
・此
即
所
助
也
故
条
上
三
因
五
念
畢

命
等
・歎称

名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

０３
大
衆
令
坐
等
事
　
疑
云
大
衆
者
召
請
等
外
欺
答
行
法
聴
衆
也
爾

外
也
口
云

０４
□
法
衆
之
内
三
分
也
召
請
和
讃
大
衆
也
　
砕
身
漸
謝
釈
迦
恩
等

事
　
疑
云

０５
疑
云
漸
謝
之
意
如
何
答
以
漸
愧
心
・報
謝
仏
恩
・也
倶
舎
頌

（嵯
ヽ

た
。大
班
備
計
塾
二
）
云
愛
敬
謂
信
漸
文

０６
仏
恐
衆
生
四
魔
障
等
事
　
疑
云
四
魔
者
何
等
欺
答
大
智
疏
上

（鵠
雛́
踵
輸
一だ
一卦
範
鴨
Ｌ）
云
魔
有
四
種

一
五
濫
魔

０７
二
煩
悩
魔
二
死
魔
四
天
魔
是
三
魔
是
汝
身
心
唯
有
天
魔
是
外
来

耳
文又
（商『巻『朝確
・義動小
・・一駄南
）云
蓋
由ルニ

０８
ア
ミ
タ
仏
有
大
慈
悲
力
大
誓
願
力
大
智
恵
力
大
三
味
力
大
威
徳

力
大
擢
邪
力

０９
大
降
魔
力
天
眼
遠
見
力
天
耳
邊
聞
力
他
心
徹
鑑
力
光
明
遍
照
摂

取
力
有
如
是

１０
等
不
可
思
議
功
徳
之
力
・豊
不

能
護
持
念
仏
之
人
至
臨
終
時
・

令
障
尋
・耶
若
不
為

Ｈ
□
持
・者
則
慈
悲
力
何
在
若
不
能
レ降
二魔
障
・者
智
恵
力
三
味
力

威
神
力
擢
邪

一
九
一



称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

１２
カ
降
魔
力
復
何
在
耶
文
　
直
心
実
行
仏
来
迎
等
事
　
尋
云
直
心

者
何
心
欺
答

〈
三
丁
左
〉

０１
至
誠
心
也
　
本
国
ミ
タ
等
事
　
疑
云
本
国
者
意
如
何
答
対
他
方
・

極
楽
云
本
国
・也

０２
ミ
タ
光
摂
往
生
人
等
事
　
疑
云
不
論
念
仏
諸
行
ミ
タ
光
明
摂
往

生
人
欺

０３
答
摂
取
必
可
限
念
仏
也
　
慇
懃
　
智
影
　
説
尊
経
等
事
　
疑
云

文
点
井
意
如
何

０４
答
如
上
意
云
以
慈
悲
・対
所
化
・以
智
恵
・影
　
経
・云
事
欺
　
又

或
本
云
慇
懃
智

０５
敬
何
為
正
欺
答
慇
懃
以
智
・敬
経
・説
云
本
吉
欺
　
難
思
議
往
生
楽

双
樹

０６
林
下
□
生
楽
難
思
往
生
楽
等
事
　
疑
云
三
種
往
生
楽
有
何
義
欺
答
声

名
音
曲
欺

０７
又
双
樹
林
者
何
等
欺
答
双
樹
者
顕
涅
槃
・也
意
云
顕
極
楽
元
為

涅
槃
界
云
事
也

０８
有
大
本
樹
中
四
枯
表
苦
空
元
常
元
我
・四
栄
表
常
楽
我
浄
四
徳
・

也
是
顕
極

０９
楽
世
界
四
徳
荘
厳
・也
又
難
思
議
与
難
思
有
何
差
別
欺
答
□
声

名
音
緩

１０
急
有
文
字
存
略
・歎
此
即
讃
極
楽
元
為
涅
槃
界
・難
思
議
之
言
也

ｎ
道
場
時
逢
難
匡
遇
等
事
　
疑
云
道
場
与
時
・欺
答
爾
也
又
難
匡

之
差
別
如
何

１２
答
難
約
道
場
匡
約
時
・也
　
眼
前
業
道
人
□
見
等
事
　
疑
云
指

何
物
云
眼
前

〈
四
丁
右
〉

０１
業
欺
答
次
下
作
因
縁
也
此
即
十
悪
等
□
　
道
場
大
衆
裏
相
与

至
心
敬
礼
等
事

０２
疑
云
裏
相
者
何
等
欺
答
裏
者
内
行
法
衆
也
相
者
外
聴
聞
衆
也
有

云
三
業
云
内

０３
外
也
此
義
吉
也
弾
指
合
掌
叩
頭
等
事
　
疑
云
弾
指
等
相

一
々

如
何
答
弾

０４
指
切
逼
義
也
合
掌
恭
敬
義
也
叩
頭
不
堪
事
極

時
也
　
或
可
逢

人
逼
試
皮

０５
肉
分
張
等
事
　
疑
云
今
文
意
依
何
経
論
欺
答
依
賢
愚
経
欺
此
経

一
九
二



十
四
巻
也
或

０６
五
六
七
巻
也
賢
愚
経
者
仏
説
玄
美
集
也
又
有
涅
槃
経
大
論
等
・

又
分
張
之
義
如
何

０７
答
分
肉
・張
皮
・云
歎
　
或
自
割
身
而
延
鵠
命
動
比
若
親
児
等
事

疑
云
上
来
所
引

０８
文
出
何
経
論
欺
答
大
旨
大
論
六
度
集
経
等
文
也
心
地
観
経
序
品

（精
・一・、。
「黙
暉
動
一
）
云
或
於
大
国
為

０９
王
愛
子
棄
捨
身
命
・投
於
餓
虎
或
層
昆
三
割
身
救
鵠
或
救
苧
捨

鹿
王
身
・

１０
或
於
雪
山
為
求
半
偶
・而
捨
全
身
文
大
方
便
恩
経

（精
れ
、・．謎

整
爵

神
）
云
過
去
有
国
王
名
日
大
光

Ｈ
明
王
・
一
切
布
施
敵
国
王
聞
心
生
嫉
妬
・使

ハ
ラ
門
・乞
王
頭
・為

元
上
菩
提
・布
施
頭
・諏

１２
賢
愚
経

（継
四．

、。
一一が
○正
耐
ｒ
）
意
云
昔
有
国
王
・名
昆
拐
場
梨
王

心
好
妙
法
有

ハ
ラ
門
・名
労
度
差
・告

〈
四
丁
左
〉

０１
王
言
我
以
釘
・々

王
身
・為
説
法
・王
言
我
於
生
死
中
・殺
身
元
数

或
為

三
毒

称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
」
に
つ
い
て

（
一
）

０２
計
集

白
骨
・高
於
須
弥
・流
血
喩
五
湖
・哭
涙
多
於
潰
海
・唐
捐

身
命

０３
未
曾
為
法
動
労
度
差
説
偶
日
一
切
皆
元
常
生
者
皆
有
苦
諸
法
空

元
生
実

０４
非
我
所
有
文
師
子
菩
薩
讃

（
一「
勤
欄
譜
」
゛

．―、・一駄
紅
繭
士
謎
）
云
為

迦
摩
国
慈
力
王
・全
身
施
千
五
夜
叉
・又
作
大

０５
国
荘
厳
王
・以
妻
王
・以
妻
子
・施
元
悟
惜
・昔
為
六
牙
白
象
王
・

捨
身
命
・故
投

０６
猟
者
文
　
彼
我
無
殊
聖
凡
何
異
等
事
　
疑
云
元
殊
之
義
如
何
答

自
他
彼
元

０７
差
別
・云
也
此
等
自
説
己
後
所
作
也
　
又
聖
凡
者
指
誰
人
欺
答

所
化
境
界
也

０８
□
□
起
行
皆
与
元
漏
相
応
等
事
　
疑
云
三
祗
者
漏
位
何
云
元
漏

相
応
欺
答

０９
□
祗
行
可
感
得
元
漏
果
報
故
也
　
化
用
不
失
時
機
随
類
変
通
等

事
１０
疑
云
為
限
応
化
身
為
通
他
受
用
□
・欺
答
今
旦
釈
応
化
身
面
・也

上
不
背
相
応
身

一
九
二



称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

ｎ
雖
報
身
用
・也
更
常
釈
千
人
□
前
□
変
身
・也
　
報
体
則
元
来
不

動
等
事

１２
疑
云
報
体
者
三
身
中
報
欺
答
爾
也
小
乗
有
生
□
□
法
身
・父
母

果
縛
身
生

〈
五
丁
右
〉

０１
身
也
元
漏
五
分
□
身
□
也
又
有
報
身
化
身
・
一
□
王
宮
身
報
身

也
随

０２
類
身
化
身
也
　
又
報
即
体
欺
答
爾
也
　
三
身
化
用
勤
法
体
元
殊

等
事
　
疑
云

０３
以
法
身
属
化
用
欺
答
不
爾
・修
性
顕
得

一
切
仏
皆
具
三
身
・雖
化

用
云
三
身
化

０４
用
也
報
応
二
身
化
用
推

功
・法
□
用
也
但
真
言
意
四
身
共
云
化
・

也
二
教
論

（備
打
ゴ
一黙
○正
耐
士
巻
）
云

０５
此
四
種
身
具
横
竪
二
義
・横
即
自
利
竪
即
利
他
深
義
更
聞
文
法

蔵

云
三
身
元
勝

０６
劣
・也
果
上
徳
故
　
又
立
化
浄
土
者
是
不
違
同
性
経
説
欺
答
浄

機
差
別
約
機
・也

０７
故
彼
同
性
経
約
機
見
・分
報
化
・也
今
釈
約
仏
・三
身
土
皆
云
浄

一
九
四

土
・欺
又
只
仏
所
居
・故
云

０８
浄
土
・欺
又
法
身
如
来
導
群
生
欺
答
約
事
・不
爾
・可
有
内
薫
利

益
・也
報
応
者
法

０９
身
用
也
　
又
法
体
者
何
等
欺
答
諸
仏
体
也
但
法
体
元
殊
者
□
諸

仏
・不
云

一
体
・

１０
各
々
諸
仏
具
三
身
・立
浄
土
・事
等
元
殊
・云
也
例

（雌
一書
拳
［」

。大
虹

Ю
転
）
如
雨
足
雖
多
・並
是

一
水
・也
報
中

ｎ
論
三
文
此
為
本
・也
　
但
為
凡
夫
乱
想
…
…
現
在
説
法
等
事

尋
云
此
釈
意
凡
夫
乱

１２
想
他
方
浄
土
不
可
生
・只
極
楽
許

凡
夫
往
生

釈
成
欺
答
不
爾

別
不
指

一
方
・者

〈
五
丁
左
〉

０１
取
捨
可
乱
想
故
世
尊
別
指

一
方
・云
意
釈
也
此
即
十
方
随
願
往

生
経
釈
也
亦

０２
十
住
ヒ
ハ
サ
論
意
也
諸
師
間
答
亦
爾
也
不
及
疑
慮
・事
也
但
世

間
料
簡
有
時

一
義
云

々

０３
其
国
清
浄
具
四
徳
荘
厳
等
事
　
疑
云
四
徳
者
何
等
欺
答
常
楽
我

浄
也
真
言

（鵠
煙
ュ』・二巻
互
Ｆ
一碑
上蔵
』）
云



０４
元
為
而
作
云

々
　
乃
由
ミ
タ
因
地
…
…
証
得
往
生
非
謬
等
事

尋
云
披
閲
大
経
・見
本

０５
願
文

（喘
一
、・

一秋
駐
．評
・幡
）
云
唯
除
五
逆
等
・何
釈
以
願
力
五
逆

之
与
十
悪
罪
滅
得
生
等
欺
答
爾
也
但
意
云

０６
願
文
雖
除
・観
経
生
観
経
説
顕
本
願
所
立
上
之
行
相
・故
本
願
終

可
除
五
逆
等
・

０７
不
可
説
五
逆
等
生
・探
得
大
意
・如
此
・釈
給
也
此
則
大
願
正
意

凡
夫
得
益
・偏

０８
在
称
名
・是
以
或
（聟
一辞矮Ｌ一・一缶錠
鴨
一）云
唯
明
専
念
ミ
タ
得
生
・

或
（報
病
褥Ｌ一・塚
誕
ば）云
順
彼
仏
願
故
・或
（輻
≒
職
卜
・『球
鉦

ユ頁
）云
望
仏
本
願
一

〇９
向
専
称
・応
知
・　
尋
云
今
釈
小
経
□
相
法
則
・欺
何
釈
大
経
観

経
□
欺
答
今
小
経

１０
所
説
往
生
者
翻
大
経
本
願
力
・観
□
所
説
定
散
往
生
大
経
本
願

力
故
也
大
経
観

ｎ
経
念
仏
諸
行
往
生
小
経
証
誠
可
定
・也
　
廻
心

一
念
見
ア
ミ
タ

等
事
　
疑
云
一
念
者

１２
安
心
起
行
中
何
欺
答
廻
心
者
安
心
也

一
念
者
起
行
也

称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

〈
六
丁
右
〉

０１
高
接
下
讃
云
高
接
下
請
召
云
等
事
　
疑
云
下
讃
□
外
何
云
下
請

召
云
欺
答

０２
讃
ァロ

召
請

法
僧
・云
召
請
・也
　
私
云
経
論
章
書
所
釈
法
体
或

初
標
兼
中
後
・

０３
或
中
標

兼
初
後
・或
後
標

兼
初
中
・而
今
釈
中
標

兼
初
後
・也

謂
此
上
巻
内

０４
中

□
下
接
高
讃
云
願
往
生
々
々
々
願
在
ミ
タ
会
中
坐
手
執
香

花
常
供
養
・以
此

一

〇５
辺
也
以
兼
初
後
・也
又
此
上
巻
終
云
下
接
高
讃
云
願
往
生

々
々
々
願
在
ミ
タ
仏
前
立

０６
手
執
香
花
常
供
養
高
接
下
讃
云
願
往
生
々
々
々
願
在
ミ
タ
会
中

坐
手
執
香
花
常

０７
供
養
□
□
返
・也
以
此
・兼
初
後
・也

一
反
標
下
接
高
讃
云
・
更

可
唱

一
返
・二
反
標
下

０８
接
高
讃
云
高
接
下
讃
・云
処
可
唱
二
返
・故
知
今

一
返
標
高
接
下

讃
・云
故
次
下
座
・

０９
高
座

一
返
可
唱
願
往
生
々
々
々
願
在
ミ
タ
会
中
坐
手
執
香
花
常

一
九
五



称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

供
養
・云
高
接
下

１０
□
云
・者
結
前
之
為
也
高
接
下
讃
召
云
者
生
後
之
句
也
是
次
重

自
道
場
大
衆
等
也

ｎ
□
□
高
座
先
唱
処
・或
有
下
座
先
唱
処
或
有
座
后

一
返
唱
之
処
・

或
有
下

１２
座
后
二
返
・唱
処
随
宜
・付
□
・己
下
処
々

〈
六
丁
左
〉

上
下
讃
准
之
可
得
・也

０１
奉
請
十
方
勤
八
万
四
千
等
事
　
疑
云
毘
尼
蔵
等
何
不
註
之
欺
答

含
修
多
羅
蔵
・

０２
□
欺
是
総
如
来
教
法
云
修
多
羅
・故
也
此
即
総
属
別
名
也
論
蔵

非
仏
説
・者
大
乗
論

０３
許
也
　
又
八
万
四
千
者
何
等
欺
答
随
情
説
教
数
也
　
又
請
全
身

散
身
舎
利
等
事

０４
疑
云
全
身
散
身
舎
利
差
別
如
何
答
仏
入
滅
後
不
荼
昆
・云
全
身
・

如
多
宝
等
・

０５
恭
昆
砕
身
・□
散
身
・也
如
釈
迦
等
・此
等
相
貌
或
依
本
誓
願
・或

依
遺
言
・也

０６
又
舎
利
者
為
法
宝
摂
欺
答
爾
也
今
釈
爾
也
首
柳
厳
経
下

（一可
一・延
神
Ｌ

一
九
六

詠
刊
。
）
云
或
焼
身
或
現

０７
全
身
舎
利
或
現
散
身
舎
利
文
文
句
引
大
論
可
見
云

々

０８
奉
請
諸
菩
薩
勤
観
音
勢
至
等
事
　
疑
云
浄
業
修
行
道
場
何
先
不

請
観
音

０９
勢
至
欺
答
先
付
釈
迦
奉
請
欺
又
今
経
同
聞
衆
不
挙
観
音
勢
至
・

故
也

１０
又
今
法
僧
二
宝
有
何
由
欺
答
法
僧
自
利
々
他
徳
経
事
・顕
現
法

宝
只
冥

ｎ
利
益
故
欺
有
云
開
合
随
宜
欺
故
下
開

別
讃
也

１２
帰
依
奉
請
者
動
接
引
元
偏
等
事
　
疑
云
二
□
中
何
殊
□
帰
何
之

由
欺

〈
七
丁
右
〉

０１
答
利
他
辺
依
勝
故
也
　
又
行
平
等
者
何
等
欺
答
平
等
接
引
衆
生
・

云
行

０２
平
等
・也
　
常
作
不
染
身
口
意
業

動
身
口
意
等
事
　
疑
云
不
染

三
業
乃
至

０３
智
恵
三
業
者

一
々
其
差
別
如
何
答
不
染
者
持
戒
三
業
不
退
者
智

恵
三



０４
業
不
動
者
禅
定
三
業
常
行
讃
嘆
者
智
者
所
讃
戒
也
上
□
戒
定
恵

三
０５
学
・故
智
者
所
讃
也
清
浄
者
雖
貪
欲
三
業
也
雖
怪
者
雖
唄
恙
三

業
也

０６
智
恵
者
雖
愚
痴
三
業
也
覚
悟
者
聞
恵
也
定
恵
者
修
恵
上
行
也
此

花
厳

０７
十
種
三
□
中
今
挙
七
也
　
又
所
言
三
業
修
行
者
依
何
経
論
説
欺

答
依
花
厳

０８
経
也
人
三
者
転
輪
聖
王
也
　
一
切
衆
生
動
為
勝
為
上
等
事
　
疑

云

一
切
衆
生
為

０９
□
等
意

一
々
如
何
答
救
之
護
也
帰
所
帰
也
明
々
導
也
尊
所
尊
也

勝
々
縁
勝
支
也

１０
上
々
首
也
　
又
今

一
々
義
依
何
経
論
欺
答
宗
鏡
録
二
引
金
剛
三

味
経
・可
見

１１
彼
・又
元
量
義
経
有
也
　
転
仏
法
輪
成
就
如
来

一
切
種
智
等
事

疑
云
成

１２
就
如
来

一
切
種
智
者
何
号
菩
薩
欺
答
約
横
・同
如
来
・論
竪
・有

分
帰
差
別
・也

称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
」
に
つ
い
て

（
一
）

〈
七
丁
左
〉

０１
又
仏
云

一
切
智
・菩
薩
云

一
切
種
智
・常
習
也
　
今
勧
道
場
衆
生

人
等
々
事
　
疑
云

０２
衆
与
人
有
何
別
欺
答
召
請
和
讃
衆
云
道
場
衆
・聴
衆
云
人
等
・也

０３
龍
宮
八
万
四
千
蔵
等
事
　
疑
云
殊
挙
龍
宮
所
有
法
宝
有
何
由
欺

答
依
龍

０４
□
宮
殿
・辺
経
巻
皆
悉
留
龍
宮
・故
也
　
龍
宮
経
蔵
如
恒
沙
等
事

疑
云
龍

０５
宮
経
蔵
者
指
八
万
四
千
蔵
云
経
蔵
欺
答
爾
也
修
多
羅
対
法
蔵
等

云
故
非
安
置

０６
経
蔵
欺
　
高
接
下
讃
云
下
接
高
讃
云
等
事
　
尋
云
両
重
讃
有
何

別
・欺
答

０７
上
高
接
下
讃
云
者
次
下
座
高
座

一
反
可
唱
願
往
生
々
々
々
願
在

ミ
ロ
会
中
坐

０８
手
執
香
花
常
供
養
下
々
接
高
讃
云
者
即
次
願
往
生
々
々
々
久
住

娑
婆
常

０９
没
々
等
也
　
全
身
舎
利
砕
体
金
剛
等
事
　
疑
云
砕
体
金
剛
者
何

等
欺

一
九
七



称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

１０
答
砕
体
即
金
剛
者
砕
体
為
衆
生
・也
金
剛
其
涅
槃
堅
固
徳
也
又

砕
体

Ｈ
与
金
剛
欺
答
不
爾
砕
体

為
金
剛
不
砕
・云
金
剛
・也
　
又
或
本

砕
体
舎
利

１２
何
為
正
歎
答
□
利
本
為
正
・対
全
身
舎
利
・可
云
砕
身
舎
利
故

〈
八
丁
右
〉

０１
大
則
類
同
山
岳
小
則
比
若
芥
塵
等
事
　
疑
云
理
大
小
形
者
有
何

証
拠
欺
答

０２
経
説
也
　
近
則
人
天
獲
報
動
元
生
剋
果
等
事
　
疑
云
舎
利
近
遠

利
益
出

０３
何
経
論
説
欺
答
涅
槃
経
古
倶
舎
論
説
也
真
諦
訳
倶
舎

（能
一．約
一一意
・正

一扇
麺
顛
軒
剖
）
云
近
則
人
天
遠
則
仏
果
文

０４
私
云
約
結
縁
衆
・近
則
人
天
獲
報
・約
当
機
衆
・云
遠
則
浄
土
等

也
０５
高
接
下
讃
云
下
接
高
讃
云
等
事
　
尋
云
両
重
讃
有
何
別
・欺
答

此
亦
如
前
・上
高

０６
接
下
讃
云
者
高
座

一
反
可
唱
願
往
生
々
々
々
願
在
ミ
タ
会
中
坐

手
執
香
花
常

一
九
八

〇７
供
養
・下
々
接
高
讃
云
者
即
次
願
往
生
々
々
々
普
賢
文
殊
弘
誓

願
等
也

０８
普
賢
文
殊
効
皆
亦
然
等
事
　
疑
云
十
方
仏
子
何
皆
如
普
賢
文
殊

欺
答
本
　
娑

０９
婆
・及
十
方
・也
例
如
仏
云
如
釈
迦
也
普
賢
司
　
行
願
・文
殊
司

智
恵
故
成
菩
薩

１０
本
也
如
普
賢
十
願
百
三

切
・也
　
随
機
化
度
断
因
縁
等
事
　
疑

云
因
縁
者
何

ｎ
等
欺
答
十
二
因
縁
也
　
元
生
浄
土
随
人
入
等
事
　
疑
云
元
生
即

浄
土
欺
答
爾
也

１２
又
随
人
入
之
義
如
何
答
随
三
輩
九
品
之
機
・入
云
也
有
云
行
人

入
不
行
・人
不
入
云
也

〈
八
丁
左
〉

０１
不
□
□
仏
人
入
云
也
　
四
種
威
律

常
見
仏
等
事
　
疑
云
四
種

威
律
者
訓
読
如
何

０２
答
律
者
法
也
習
可
読
・也
亦
筆
也
又
或
本
云
儀
何
為
正
・欺
答
律

本
為
正
也
律
義

０３
之
義
故
也
　
下
接
高
讃
云
高
接
下
讃
云
等
事
　
尋
云
両
重
讃
有



何
別
・歎

０４
答
如
前
々
料
簡
可
知
　
放
大
光
度
有
流
等
事
　
疑
云
有
流
者
何

等
欺
答
有

０５
漏
之
義
也
新
訳
云
有
漏
旧
訳
云
有
流
・亦
云
有
漏
・也
乗
光
者
摂

取
之
義
也

０６
高
接
下
讃
云
下
接
高
讃
云
如
前
々
料
簡
・　
請
観
世
音
‐等
事

疑
云
諸
聖
衆
中

０７
別
作
観
音
讃
有
何
意
欺
答
唐
土
習
化
他
行

必
用
観
音
行
也
今

為
化
他
・

０８
故
也
此
我
禅

一
故
口
伝
也
　
又
為
請
観
音
経
讃
為
請
観
世
音
菩

薩
讃
欺

０９
答
請
観
世
音
・讃
也
但
依
観
音
経
・讃
意
　
謂
観
念
怒
形
・香
色

乳
此
等
也

１０
又
有
余
経
意
□

答
欽
本
覚

ｎ
□
摂
受
形
・現

折
伏

盆
怒
云
也
理
趣
経
説
観
音
隠
蓮
花
血
・

此
心
也

１２
又
何
不
云
道
場
現
云
空
裏
現
欺
答
爾
也
但
今
自
空
・来
可
現
道

称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

飲

容
空
裏
現
等
事
　
疑
云
飲
容
之
義
如
何

場
・故
先

〈九
丁
右
〉

０１
云
空
裏
・欺
　
□
怒
伏
魔
王
等
事
　
疑
云
観
音
念
怒
形
者
容
教

意
欺
爾
者

０２
今
我
知
容
教
欺
答
不
可
知
也
但
聖
観
音
経
意
現
念
怒
形
・意
釈

欺
天
台
非

こ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヘリ

０３
行
非
坐
三
昧
不
経
諸
経
・随
自
意
処
釈
六
字
六
是
六
観
音
・給

此
不
依
密

０４
教
・也
六
字
畢
タ
ラ
ニ
也
有
云
観
音
品
丹
三
身
意
歎
　
騰
身
振

法
鼓
等
事

０５
疑
云
騰
身
之
義
如
何
答
為
現
威
勢
・動
身
・也
又
法
鼓
者
何
等
欺

答
喩
説
法
・欺

０６
勇
猛
現
威
光
等
事
　
疑
云
勇
猛
義
如
何
答
念
怒
形
故
雄
猛
義
也

花
厳

意

０７
云
荘
厳
身
者
正
法
輪
身
也
摂
受
也
変
化
身
者
教
令
輪
身
也
折
伏

也
０８
手
中
香
色
乳
等
事
　
疑
云
手
中
香
等
者
有
何
証
拠
欺
答
請
観
音

経
（メ
証箸
軽証。
）云
現

一
九
九



称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（一
）

０９
身
作
餓
鬼
手
出
香
色
乳
飢
渇
不
逼
者
発
菩
提
心
施
令
得
飽
満
文

又
香
色
者

１０
何
色
欺
答
有
云
赤
色
欺
　
飢
餐
九
定
食
等
事
　
疑
云
九
定
者
何

等
歎
答

ｎ
四
□
□
空
滅
尽
定
之
九
次
第
定
欺
　
声
韻
合

宮
商
等
事
　
疑

云
宮
商
者

１２
□
□
欺
答
五
韻

也
今
挙
初
二
・也
義
寂
大
経
義
記
云
五
韻
者
謂

宮
商
角

〈
九
丁
左
〉

０１
徴
羽

土
之
音
為
宮
・金
之
音
為
商
・木
之
音
為
角
・火
之
音
為
衝
・

水
之
音
為
羽
従

０２
五
行
出
五
韻
也
文
　
枝
中
明
実
相
等
事
　
疑
云
明
者
意
如
何
答

説
義
也

０３
標
心
運
想
等
事
　
疑
云
運
想
之
義
如
何
答
上
経
事
・諸
仏
聖
衆

供
養
香
花
・

０４
今
心
十
方
法
界
香
花
等
請
道
場
・運
供
養
聖
衆
之
想
・也
例
如
真

言
理
供
養

０５
等
・此
大
乗
意
也
三
乗
教
法
相

不
可
云
也
　
奉
請
十
方
法
界

ワ

光
明
宝
蔵
等
事

０６
疑
云
今
奉
請
之
義
依
何
経
論
説
欺
答
花
厳
経
説
也
大
日
大
集
経

等
也

０７
又
香
花
音
楽
等

一
々
差
別
相
如
何
答
標
量
己
下
事
・也

０８

一
切
天
人
変
化
荘
厳
供
養
海
等
事
　
疑
云
天
与
人
欺
答
天
即
人

也
意
云
菩
薩
声
聞

０９
従
心
・出
現

一
切
事
・也
而
今
行
者
請
彼
荘
厳
・欲
供
養
聖
衆
・也

又
変
化
者
意
如
何

１０
答
声
聞
平
等
分
心
・諸
事
出
現
云
変
化
・也
雲
者
喩
也
雲
集
義
也

Ｈ
随
心
変
現
受
用
作
仏
事
等
事
　
疑
云
随
心
者
為
能
請
心
為
所
請

心
欺
答
能
請
心
也

１２
下
接
高
讃
云
願
往
生
々
々
々
…
…
常
供
養
等
事
　
尋
云
更
先
々

標
量
願
往
生
々
々
々

〈
一
〇
丁
右
〉

０１
等
之
言
・有
何
由
欺
答
如
先
々
料
簡
・於
中
間
・兼
初
□
…
□

０２
待
唱
梵
声
尽
即
坐
等
事
　
答
梵
声
者
何
等
欺
答
下
行
道
読
梵
掲

也
０３
意
云
梵
声
者
□
清
浄
声
・事
也
謂
非
世
間
狂
言
綺
語
・請
諸
仏
声

二
〇
〇



故
云
梵
声
也

０４
一
切
恭
敬
等
事
　
疑
云
一
切
者
能
敬
欺
所
敬
欺
答
所
敬
ミ
タ
釈

迦
十
方
如
来
等
也

０５
有
云
能
敬
也
若
所
敬
可
云
恭
敬

一
切
・故
　
行
道
讃
梵
偶
云
等

事
　
疑
云
讃
梵

０６
者
何
義
欺
答
讃
即
梵
也
梵
者
称
美
也
　
散
花
楽
等
事
　
尋
云
依

何
文
・欺

０７
答
五
会
讃

（酷
林
・、
ｍ［版
」が
動
ｒ
巻
）
云
散
花
楽
文
依
大
般
若
経
散

花
品
文
　
過
現
諸
仏
等
霊
等
々
事

０８
疑
云
此
句
挙
仏
宝
欺
答
爾
也
　
又
霊
等
者
何
等
欺
答
云
諸
仏

霊
　
儀
・事
也

０９
又
或
本
云
霊
儀
何
為
正
・欺
答
霊
儀
為
正
也
又
何
不
挙
僧
宝
欺

答
略
也

１０
偏
標
念
仏
最
為
親
等
事
　
疑
云
念
仏
有
三
縁
何
偏
云
親
欺
答
今

先
挙
初
也

■
人
能
念
仏
勁
仏
知
人
等
事
　
疑
云

一
此
行
明
何
義
欺
答
明
親
縁

之
由
・欺
　
又
念
与

１２
想
有
何
差
別
欺
答
角
細
異
也
念
者
明
記
不
忘
也
想
者
取
像
為
体

称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

也〈
一
〇
丁
左
〉

０１
亦
心
所
違
別
也
　
私
云
此
義
不
爾
・欺
以
真
観
三
縁
之
釈
准
彼

案
之
・今
人
能
念

０２
仏
々
還
念
者
散
心
也
此
約
二
業
・如
真
身
観
日
常
称
念
等
・此
即

念
仏
三

〇３
昧
為
宗
之
意
也
専
心
想
仏
々
知
人
者
此
約
意
業

一
辺
・如
真
身

観
衆
生

０４
憶
念
仏
等
・此
即
観
仏
三
昧
為
宗
意
也
意
云
本
願
乃
至
十
念
々

仏
中
亘
三

〇５
業
・有
定
散
念
仏
・釈
顕
也
余
処
称
我
名
号
等
者
此
三
業
中
散
称

本
願

０６
正
意
往
生
正
業
偏
在
之
・故
釈
肝
要
・也
　
一
切
廻
心
向
安
楽
等

事
　
疑
云
己

０７
下
四
句
明
何
等
義
・欺
答
明
近
縁
也
　
又
廻
心
者
為
安
心
辺
為

起
行
摂
・欺

０８
答
安
心
也
　
行
者
見
己
心
歓
喜
等
事
　
疑
云
己
下
四
句
明
何
等

義
・欺
答
明
増

二
〇

一



称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
」
に
つ
い
て

（
一
）

０９
上
縁
・也
　
花
開
見
仏
□
元
為
等
事
　
疑
□
或
本
云
花
開
・何
為

正
・欺
答
花
開

１０
本
吉
也
高
接
下
讃
云
下
接
高
讃
云
者
如
先
々
料
簡
・也

ｎ
聖
人
所
重
勤
遍
体
入
等
事
　
疑
云
命
者
為
聖
人
命
為
所
化
衆
生

命
歎

１２
答
聖
人
命
也
　
又
捨
千
頭
者
誰
人
所
行
欺
答
釈
迦
因
行
也
　
又

長
釘

〈
一
一
丁
右
〉

０１
遍
体
入
者
誰
人
所
行
欺
答
如
前
上
　
自
取
身
彼
写
経
偶
等
事

疑
云
為
誰

０２
人
所
行
・欺
答
釈
迦
因
位
所
行
也
　
千
灯
炎
々
動
散
花
周
等
事

疑
云
為
何

０３
菩
薩
所
行
歎
答
釈
迦
菩
薩
也
有
云
炎
魔
菩
薩
事
欺
　
始
服
人
身

聞
正
法
等
事

０４
疑
云
服

者
文
点
如
何
答
如
上
　
専
心
聴
法
入
真
門
等
事
　
疑

云
真
門
者
何
等
欺

０５
答
浄
土
也
有
云
仏
法
也
　
浄
元
生
動
金
剛
身
等
事
　
疑
云
為
浄

土
即
元
生
為
浄

二
〇
二

〇６
土
与
元
生
欺
答
浄
土
即
元
生
也
　
又
望
何
等
義
云
亦
欺
答
浄
土

与
元
生
・相
対

０７
云
亦
・也
　
又
元
別
之
義
如
何
答
如
上
云
　
又
生
浄
土
者
解
脱

之

一
分
何
云
究
寛
解
脱
等
欺

０８
答
既
叶
不
退
・者
分
有
所
得
故
也
高
接
下
讃
云
下
接
高
讃
云
者

如
先
々
料
簡
・

０９
自
覚
心
頑
動
臥
銅
車
等
事
　
疑
云
神
識
与
覚
心
有
何
別
欺
答
覚

心
者
第

１〇
六
識
也
神
識
者
第
八
識
分
斉
也
又
此
如
次
鹿
細
異
也
　
又
神
識

闇
鈍
義
何

Ｈ
依
地
獄
余
残
欺
答
必
可
依
也
　
又
銅
車
者
何
等
欺
答
説
観
仏
経

（発�
・『秋征嚇計藍
）銅
車
地
獄
文

１２
天
曹
地
府
等
事
　
尋
云
何
等
欺
答
天
曹
者
司

　

天
・神
也
人
間

目
　
種
事
也
地

〈
一
一
丁
左
〉

０１
府
者
司
地
・神
也
人
間
府
生
種
事
　
二
十
六
王
地
獄
典
領
等
事

疑
云
汁
六

〇２
王
者
何
等
欺
答
丹
六
禽
欺
天
廿
八
宿
地
汁
六
神
云

爾
者
地
獄



有
汁
六
王
・欺

０３
浄
土
三
昧
経
八
揚
経
　
又
地
獄
典
領
者
何
等
欺
答
獄
卒
等
也

０４
陰
陽
道
祭
文
云

０５
謹
奉
請

　

天
曹
具
官
来
下
就
座
　
　
　
々
々
々
　
　
地
府

々
々
々
々
々
々

０６
々
々
々
　
　
水
官
々
々
々
々
々
々
　
　
　
　
々
々
々
　
　
北
帝

大
王
々
々
々
々
々
々

０７
々
々
々
　
　
五
道
大
三
々
々
々
々
々
々
　
　
々
々
々
　
　
泰
山

府
君
々
々
々
々
々
々

０８
々
々
々
　
　
司
命
君
々
々
々
々
々
々
　
　
　
々
々
々
　
　
司
禄

君
々
々
々
々
々
々

０９
々
々
々
　
　
六
曹
判
官
々
々
々
々
々
々
　
　
々
々
々
　
　
南
斗

好
星
君
々
々
々
々
々
々

１０
々
々
々
　
　
北
斗
七
星
君
々
々
々
々
々
々
　
々
々
々
　
　
家
親

丈
ゑ欺
々
々
々
々
々
々

ｎ
陰
陽
等
云
雖
挙
名
許
・未
知
其
体
何
物
云
事

云
々
　
己
上
可
見

弘
決
第
七
委
如
釈
也

１２
天
神
地
神
動
一
□
霊
祗
等
事
　
疑
云
何
等
欺
答
弘
決
二
（聟
吟
一餓
嘔

称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

貯
動
五
）
云
地
神
日
祗
天
神
日

〈
一
二
丁
右
〉

０１
霊
文
仏
法
守
護
権
化
也
　
及
衆
賢
聖
等
事
　
疑
云
上
請
諸
声
聞

衆
等
畢
何

０２
重
云
衆
賢
聖
等
歎
答
菩
薩
大
士
縁
覚
声
聞
外
賢
聖
等
欺
　
披
心

懺
悔
等
事

０３
疑
云
披
心
・者
其
義
如
何
答
発
露
義
也
　
道
場
衆
等
内
外
爾
許

多
人
等
事

０４
疑
云
内
外
者
何
等
欺
答
行
法
衆
為
内
・聴
衆
為
外
・也
　
常
起

一

切
悪
相
続
等
事

０５
疑
云
常
与
相
続
有
何
別
・欺
答
常
者
地
体
悪
也
相
続
者
刹

那
々
々
起
悪
也

０６
一
切
悪
障
動
聞
仏
法
僧
障
等
事
　
疑
云
業
障
与
生
死
罪
障
有
何

別
欺
答

一
切
悪

０７
障
者
総
標
也
業
障
等
者
別
釈
也
謂
業
障
因
也
報
障
果
也
末
也
煩

悩
障
因
也

０８
生
死
罪
障
果
也
本
也
　
又
報
障
与
不
得
見
聞
仏
法
僧
障
有
何
別

歎
答
報
障

二
〇
三



称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

０９
者
或
生
辺
地
・或
生
屋
‐
家
・等
也
不
得
見
聞
等
者
生
悪
律
儀
家

生
障
者
也

１０
是
故
経
言
勤
寒
氷
地
獄
等
事
　
疑
云
指
何
経
欺
答
同
地
獄
経
也

１１
仏
言
阿
鼻
地
獄
効
八
万
由
旬
等
事
　
疑
云
仏
言
者
上
所
引
之
経

欺
答
爾
也
上
数
今

１２
相
也
　
有
八
万
四
千
重
等
事
　
疑
云
横
竪
二
重
中
何
歎
答
難
知

口
云
竪
重
也

〈
一
二
丁
左
〉

０１
頭
如
羅
刹
□
口
如
夜
叉
口
等
事
　
疑
云
羅
刹
与
夜
叉
其
差
別
如

何
答
普

０２
臨
哨即
（疎聾
十前
一鴨
．一蝶
一頁『以）
云
夜
叉
翻
齢
疾
鬼
・羅
刹

翻
食
人
鬼
・二
部
是
北
方
所
領
者
文

０３
有
云
地
行
夜
叉
・教
行
云
羅
刹
・也

云
々
有
云
羅
刹
中
食
人
ノ

生
気
・

云
夜
叉
也
云

々

０４
如
十
里
車
等
事
　
疑
云
十
里
車
者
何
等
欺
答
難
知
但
推
挙
大
分

斉
・欺

０５
又
此
句
結
前
為
生
後
欺
答
結
前
欺
喩
鉄
丸
ノ

分
斉
・故

云
々
　
此

城
苦
事
勤苦
中
苦

二
〇
四

〇６
者
等
事
　
疑
云
八
万
億
千
苦
者
何
等
欺
答
上
来
地
獄
苦
八
万
億

千
集
ア
ヒ
地

０７
獄
重
受
云
也
　
従
ア
ヒ
地
獄
上
衝

大
海
一‐
一燎
山
下
等
事
　
疑

云
一‐
礁
山
者
何
等
欺

０８
答
‐
礁
石
異
名
也
　
楡
劫
三
宝
許
染
三
宝
等
事
　
疑
云
楡
劫
三

宝
義
如
何

０９
答
楡
劫
三
宝
物
・云
事
也
　
又
汚
染
之
義
如
何
答
於
三
宝
処
・行

不
浄
等
事
也

１０
作
如
是
等
殺
逆
罪
者
等
事
　
疑
云
逆
罪
者
指
五
逆
・欺
答
従
多

分
・云
也

ｎ
風
刀
解
時
等
事
　
尋
云
意
如
何
答
抄
批
第
五

（
一簡
繕
動
一�
・哨
一．一
。本

、

読
転
勧
）
云
言
刀
風
解
身
者
経
云
臨
終
也

１２
時
色
黒
者
定
随
地
獄
色
青
者
堕
畜
生
・色
黄
者
堕
餓
鬼
若
如
常
白

全

二
丁
右
〉

０１
生
於
人
中
倍
如
常
赤
白
端
正
者
得
生
天
上
此
必
是
風
刀
之
相
也

０２
化
閻
羅
王
動
不
孝
父
母
等
事
　
疑
云
化
者
為
権
化
為
反
化
歎
答

反
化
也
次
下
云

０３
作
是
語
已
即
滅
不
現
・故
也
有
云
権
化
也
仏
説
閻
羅
王
授
記
四



衆
逆
修
往

０４
生
浄
土
経

（婦
一酢
針
王
誰
離
薦
熊
鼎
続
）
云
経
云
閻
羅
天
子
於
未
来

世
当
得
作
仏
名
曰
普
賢
如
来
動
邸
名

０５
花
厳
文
又

（轄
一並
針
王
語
離
漕
熊
韓
続
）
云
有
二
因
縁

一
是
住
不
思

議
解
脱
・不
動
地
菩
薩
為
欲
摂
化
極
楽

０６
衆
生
・示
現

作
彼
淡
魔
羅
王
・
二
為
多
生
習
善
犯
戒
故
退
落
淡

魔
天
中
・作

０７
大
魔
王
管
摂
諸
鬼
科
断
閻
浮
提
内
十
悪
五
逆

一
切
罪
人
繋
閉
牢

獄
日
夜

０８
受
苦
・輪
転
其
中
・随
業
報
身
定
生
住
死
文
　
又
獄
種
者
意
如
何

答
地
獄
種
類
也

０９
種
者
玉
篇
云
類
也
輩
也
文
　
如
是
寿
命
尽

一
大
劫
等
事
　
疑
云

元
間
寿
量

一

１０
中
劫
相
違
如
何
答
経
論
異
説
也
　
十
八
苦
事

一
時
来
迎
等
事

疑
云
十
八
苦

ｎ
事
者
何
等
欺
答
難
知
可
見
観
仏
経
・上
十
八
風
刀
欺

１２
具
五
逆
者
動
足
満
五
劫
等
事
　
疑
云
就
元
間
獄
寿
量
上
云

一
大

劫
今
云
五
劫
相

称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

〈
一
三
丁
左
〉

０１
違
如
何
答
昆
曇
有
部
意
五
逆
受

一
度
・云
故
具
作

五
逆
・可
云

一
中
劫
今
経
部
成

０２
実
意
五
逆
云
受
五
劫
・也
又
大
乗
実
説
云
元
量
劫
・欺

０３
下
接
高
讃
云
懺
悔
至
心
帰
命
ア
ミ
タ
仏
等
事
　
尋
云
指

懺
悔

己
至
心
帰
命
ア
ミ
タ
仏
云

０４
讃
云
・欺
答
如
先
々
料
簡
・下
接
高
讃
云
者
可
唱
願
往
生
々
々
々

願
在
ミ
タ
会
中
坐

０５
手
執
香
花
常
供
養
之

一
返
・畢
後
可
唱
懺
悔
已
至
心
帰
命
ア
ミ

タ
仏
・也
　
尋
云
今
指

０６
懺
悔
已
至
心
帰
命
ア
ミ
タ
仏
・云
下
接
高
讃
云
欺
若
爾
讃
之
言

大
以
不
審
也
如
何
答

０７
唯
下
巻
懺
悔
之
終
・可
云
下
接
高
和
云
・若
爾
讃
之
言
書
写
之
謬

欺
０８
四
不
壊
信
三
業
戒
等
事
　
疑
云
四
不
壊
井
三
業
戒
者
何
等
欺
答

仏
法
僧
上
加
戒
・

０９
云
四
不
壊
・也
三
業
戒
者
□
□
口
摂
者
身
莫
犯
也
大
乗
義
章

（
・巻

時
、・́

秋
柱
・二蔵
戸
砧
四
）
云

一
仏
不
壊
浄
二
法

二
〇
五



称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
』
に
つ
い
て

（
一
）

１０
不
壊
浄
三
僧
不
壊
浄
四
戒
不
壊
浄
文
又
倶
舎
廿
五
云
賢
聖
品
頌

（
メ

・正
・載
一酷
」
九
）
云
証
浄
有

１１
四
種
謂
仏
法
僧
戒
文
旧
訳
云
四
不
壊
浄
　
十
元
尽
戒
声
聞
戒
大

乗
戒
等
事

１２
疑
云
声
聞
戒
大
乗
戒
者
何
等
欺
答
声
聞
戒
者
二
百
五
十
戒
也
大

乗
戒
者
梵

〈
一
四
丁
右
〉

０１
網
理
略
等
十
重
戒
也
有
云
瑶
略
等
十
重
者
十
元
尽
戒
也
大
乗
戒

者
三
衆
浄

０２
戒
也
　
又
十
元
尽
即
菩
薩
戒
也
何
重
云
大
乗
戒
等
・欺
答
声
聞

戒
大
乗
戒
者
結
上
也

０３
謂
自
五
戒
・至
三
業
戒
・者
結
声
聞
戒
・也
十
元
尽
戒
結
大
乗
戒
也

０４
四
重
八
戒
等
事
　
疑
云
八
戒
者
何
等
欺
答
指
地
持
論
八
重
・也

普
賢
経
立
六
重
也

０５
楽
行
六
貪
六
弊
業
等
事
　
疑
云
六
貪
者
何
等
欺
答
色
声
等
六
境

欺
其
云

０６
六
貪
・云
六
欲
・也
六
弊
者
六
度
裏
也
触
　
突

於
万
事
・不
受
相

貌
也
突

鼻
・

二
〇
六

０７
云
辛
字
也
　
不
知
身
中
有
如
来
仏
性
障
等
事
　
疑
云
不
知
身
中

仏
性
者
即

０８
往
生
浄
土
障
尋
欺
答
全
不
爾
・也
　
貪
嗽

一
切
衆
生
・酒
宍
五
辛

等
事
　
疑
云

０９
文
点
井
意
如
何
答
如
上
意
云

一
切
衆
生
宍
又
所
数
五
辛
之
食
・

云
事
也

１０
有
云
酒
言
五
辛
・云
常
名
目

相
従
欺
　
若
故
作
惧
作
戯
笑
作
愛

憎
作
等
事

ｎ
疑
云
故
作
惧
作
等

一
々
其
差
別
如
何
答
故
作
者
殊
結
称

也
己

下
可
知

１２
地
獄
経
云
若
有
衆
生
作
是
罪
者
等
事
　
疑
云
地
獄
経
者

一
経
別

名
欺
答
不
爾
・

〈
一
四
丁
左
〉

０１
観
仏
経
也
従
所
説
法
・云
地
獄
経
・也
例
如
説
浄
土
法
門
・云
浄

土
経
・

０２
風
刀
解
身
等
事
　
疑
云
何
経
論
説
欺
答
如
上
云
　
競
分
其
身
取

心
而
食
等
事

０３
疑
云
取
心
而
食
者
意
如
何
答
心
者
云
中
・歎
云
分
其
身
・故



一
々
花
葉
八
万
四
千
等
事

０４
疑
云
文
意
如
何
答
難
知
但
罪
人
身
形
欺
云
身
如
鉄
花
・故

一々
葉
頭
勁在
一隔

０５
間
等
事
　
疑
云
地
獄
衆
生
具
支
節
之
相
如
何
答
正
理
論
人
間
人

形
如
等
云

ア
ヒ

０６
曇
婆
娑
論
第
七

（
標
。画
期
式
藍
二
）
云
地
獄
衆
生
其
形
云
何
答
日

其
形
如
人
言
語
云
何
答
曰
初
生
未

０７
受
苦
痛
時
尽
作
聖
語
受
苦
痛
時
雖
出
苦
痛
声
乃
至
元
有

一
言
可

分
別

０８
者
但
有
打
ンテ棒

壊
裂
之
声
文
　
地
獄
不
大
勤
大
地
獄
中
等
事
　
疑

云

一
人
身
量
遍

０９
満
獄
中
者
余
人
随
獄
之
時
是
不
相
障
与
欺
答

一
人
堕
時
満
城
・

二
二
人
堕
時
満

１０
城
・云
也
例
如
随
桶
入
涸
・云
々
　
経
歴
八
万
四
千
大
劫
等
事

疑
云
此
地
獄
寿
量

ｎ

一
中
劫
也
相
違
如
何
答
異
説
也
　
具
五
逆
罪
破
壊
僧
祗
等
事

疑
云
五
逆

１２
之
罪
外
指
何
罪
云
破
壊
僧
祗
歎
答
或
云
上
五
逆

入
破
転
法
輪
・

称
名
寺
聖
教

『法
事
讃
光
明
抄
」
に
つ
い
て

（
一
）

今
破
和

〈
一
五
丁
右
〉

０１
合
僧
云
破
壊
僧
祗
・也
提
婆
取
五
百
仏
弟
子
・破
和
合
相
也
雖
仏

法
・説
五

〇２
法
破
転
法
輪
也
今
開
之
・也
或
云
毀
謗
尊
僧
也
正
理
論

（
『巻畑
に
、

動
す
階
〓
Ｍ
ル
薫
軌
託
）
云
若
衆
忍
許
彼
所
説
・

０３
時
名
為
破
僧
亦
名
破
法
輪
文
故
破
僧
破
法

一
也
若
爾
上
破
法
輪

今
破
掲
磨
僧
也

０４
光
十
八
引
婆
娑

一
百

一
十
六

（能
粧
・口励
珊
一ビ
ダ
範
鴨
』）
云
問
破

掲
磨
僧
破
法
輪
僧
有
何
差
別
乎
答
破
渇
磨

０５
者
謂

一
界
内
二
部
僧
各
々
別
住
作

布
潤
他
・渇
磨
説
戒
破
法
輪

者
謂
立
異
師

０６
異
道
・如
下提
婆
達
多
言
中
我
是
大
師
非
沙
門
喬
答
摩
五
法
是
道

非
中
喬
答
摩

０７
所
説
′

八
支
聖
道
上文
　
今
対
三
宝
動
懺
悔
即
安
楽
等
事
　
疑
云
上

一
段
即
明
懺
悔
畢

０８
重
修
懺
悔
法
有
何
意
欺
答
上
挙
地
獄
苦
果
・懺
悔
今
挙
地
獄
業

因
・懺
悔
也

二
〇
七



称
名
寺
聖
教

「法
事
讃
光
明
抄
」
に
つ
い
て

（
一
）

０９
又
安
楽
者
懺
悔
滅
罪
之
相
欺
答
爾
也
律
名
目
也
謂
懺
悔
　
即
安

楽
也
云
也
四
分

１０
戒
品
定
賓
疏
（沖搬
勒ル酔
犠
海
一下
嶋
舒
一上『款）
云
欲
求
清
浄
者
懺

悔

懺
悔
則
安
楽
文
　
不
計
我
悪
如
草
覆
地
者

ｎ
其
義
如
何
答
定
賓
疏

（”抑
ゆ
”鞘
籾
淋
一下
梅
欲
一下『献
）
云
応
与
如

草
布
地
当
与
如
草
布
地
文
意
云
茂
草
覆

１２
地
・時
如
不
見
械
・以
大
慈
悲
草
・覆
蔵
善
罪
障
械
地
・給
云
也
所

引
文
意
約
大

〈
一
五
丁
左
〉

０１
衆
・歎
　
布
施

歓
喜
・受
我
懺
悔
等
事
　
疑
云
文
点
井
義
如
何

答
如
上
意
以

０２
歓
喜
・納
受
我
懺
悔
・云
也
　
己
作
之
罪
願
滅
除
未
起
之
罪
願
不

生
等
事
　
疑
云

０３
文
意
説
何
事
・欺
答
説
四
正
勤
・也
　
願
従
今
日
乃
至
不
起
忍
已

二
〇
八

来
等
事

０４
疑
云
不
起
忍
者
何
等
欺
答
元
生
忍
異
名
也
旧
訳
言
也
大
乗
義
章

第
一
（メ
塩
籍̈
一酷枷
四）云

０５
不
起
忍
者
是
七
地
己
上
元
上
忍
也
文
　
永
断
相
続
更
不
敢
覆
蔵

等
事

０６
疑
云
罪
垢
覆
蔵
者
有
何
過
失
敗
答
罪
増
長
也
　
下
接
高
讃
云
願

往
生
…
…

０７
高
接
下
讃
云
願
往
生
…
…
常
供
養
等
事
　
尋
云
更

先
々
・今
両

重
・釈
有
何

ニ
　

ニ
ハ

０８
由
・欺
答
如
最
初
料
簡
・可
有
唱

一
返
更
又
可
有
唱
二
返
・故
上

誦

一

〇９
返
也
此
二
返
結
前
也
可
属
上
文
段
・也


